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10 0 はじめに

0 はじめに

0.1 本書の目的

既に内外に多くの優れたサンスクリット語文法書が存在するにもかかわらず，こ

こに勇気を奮って本書を著す所以は，音韻論・形態論の記述に新しい方法を提案し

つつ，本来極めて明晰で単純な構造になっているサンスクリット語文法の全体像を

できる限り簡明に提示し得る新たな文法書の必要性を感じたからである．

日本におけるサンスクリット語の教育研究が世界に誇る長く豊富な歴史的蓄積を

有している反面，現在のサンスクリット語の研究場面も学習人口も極めて限られて

いるため，多くの歴史的な良書，例えば J.Gonda，A.A.Macdonell，M.Coulson，

A.F.Stenzler等の定評ある初等文法書の実用性・実践性が必ずしも生かされる環境

になく，またM.Mayrhoferの比較言語学の精華とも呼ぶべき小著を十分に利用し

得る状態にもない．

浅学非才の身ながら歴史言語学の一学徒として，この現状に少しでも対応しうる

何某かの成果を提出し，印欧語に関する言語学・文献学の研究教育の発展に資する

ことを志したばかりであることを御寛恕頂ければ幸いである．
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0.2 本書を教材とされる方へ

1. 変化形が多く複雑に見えるが全体の構造は明晰で単純である．まず全体像を

把握することを優先されたい．

2. 文法用語を英独仏の原語・略号と共に是非覚える必要がある．書物によって

訳語が不統一で混乱する場合があるからである．(e.g. locative: 位格，処

格，所格，位置格 etc.）

3. 古典語の語彙は現代語に比べて圧倒的に少なく，基本的に派生語でしか増え

ない．最初から語彙を丁寧に覚え，派生規則をマスターすべきである．特に

サンスクリット語は合成語を多用するので，基礎語彙の知識は不可欠とな

る．

4. 印欧語の基本で，語形変化 (屈折: 英 inflexion, 独 Flexion, 仏 inflexion)は，

(a) 名詞系の変化 (曲用，形容詞と代名詞を含む）:英 declension, 独

Deklination, 仏 declension

(b)動詞の変化（活用）:英 conjugation,独 Konjugation,仏 conjugaison

に分かれる．この両者を混同してはならない．

5. 可能な限り，ラテン語と古典ギリシャ語を平行して学ぶべきである．理解が

飛躍的に高まる．この古典 3言語は，単体で孤立的に学ぶと極めてロスが多

く，捗らない．教育研究の効率のために必ず印欧語の多言語比較の観点から

学ぶべきである．

6. サンスクリット語をはじめ古典語関係は著作権の問題が無いため（原テキ

ストはもちろん，文法書・辞書の類も著作権切れのものが多い），他分野に

先駆けて電子化されているので，大いに活用して欲しい．— 旧世代の研

究者・学習者には想像もできかったことだが，下のサイトから Monier の

A Sanskrit-Englisch Dictionaryの電子辞書版が無料でダウンロードできる

し，Böhtlingkの Sanskrit-Wörterbuchの PDF版さえ無料で入手可能であ

る．ラテン語や古典ギリシャ語関連はもちろんのこと，Du Cangeさえ電子
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辞書化されていることも付言しておく．

（a）ここまでできる→ネットで無料で読める世界の語学教科書（古典語篇）

「読書猿」

http://readingmonkey.blog45.fc2.com/blog-entry-565.html

（b）EPWING for the classics:

http://classicalepwing.sourceforge.jp/download.html

7. また原テキストについてはさしあたり次のサイトを紹介しておく:

(c) ドイツ・ゲッティンゲン大学のサイト

http://gretil.sub.uni-goettingen.de/

(d) Indira Gandhi National Centere for the Arts,

Gaudiya Grantha Mandira :Sanskrit Text Repository:

http://www.ignca.nic.in/sanskrit.htm
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1 文字と発音

1.1 文字と発音　デーヴァナーガリー文字

1.1.1 子音

　　　 　 　 　
破裂音 explosive/stop

無声無気 無声有気 有声無気　 有声有気 鼻音 半母音 歯擦音

voiceless/ voiceless/ voiced/ voiced/ nasal semivowel sibilant

unaspirate aspirate unaspirate aspirate

軟口蓋音 k k K kh g g G gh R ṅ
velar

硬口蓋音 c c C ch j j J jh � ñ y y f ś
palatal

反舌音 V t. W t.h X d. Y d.h Z n. r r q s.
retroflex

歯音 t t T th d d D dh n n l l s s
dental

唇音 p p P ph b b B bh m m v v
labial

気音 aspirate h h

—注意—

1. デーヴァナーガリー文字は音節文字であり、これらの文字は全て母音 a を

伴う．

2. 表の横列の音韻は全て調音点（舌の位置）が同じになる．

3. ch/th/phなどの hは，気音＝「息の音がする音」の印であり，[tS]/[T]/[f]の

音を意味しない．

4.「反舌音（そりじたおん）」は [S] と同じ舌の位置で発音する．従ってs.=[S]．
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古くは「脳に響かせる」という意味から cerebralと呼ばれたこともある．

5. r は舌をふるわせる音ではなく，英語のように発音する．

6. 有声の歯擦音，[f]，[w]は存在しない．

　

特殊記号：

Visarga , sah. s,
語末の s/rが気音化しドイツ語の ch[x]の様な音になったもの．

Anusvāra \ tam. t\
前の母音が鼻母音化したことを表す．taṁとも．

Anunāsika
˙̆l ˙̆l

母音化した l.

Avagraha _ te + api t� + aEp＞ te ’pi t� _Ep
母音衝突で省略された a.

Virāma ^ ka k > k k̂
その文字が aを含まない子音のみを表すことを示す．
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1.1.2 母音

　　
独立形a a aA ā i i I ı̄ u u U ū � r. � r̄.  l.
付加形k kakA kā Ek ki kF k̄ı k� kuk� kūk� kr. k� kr̄. k� kl.

※例外 ru z rū !
(hu) (hū) hr. ã (hr̄.)

独立形 e e e� ai ao o aO au
付加形k� ke k{ kai ko kokO kau

母音の基本構造 i/̄ı u/ū

a e ( < a + i ) 長母音！ o ( < a + u ) 長母音！

ā ai ( < ā + i ) au ( < ā + u )

※ r./l. は「コンソナント（子音）」に対して「ソナント（鳴音）」といい，「母

音化して音節を担えるようなった流音・鼻音」のこと．r
˚
/l
˚
とも．

英：single, littleや仏語のシラブルの数え方を参照．

「り」と音読する習慣．R. gveda 「リグヴェーダ」
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1.1.3 数字

1 1, 2 2, 3 3, 4 4, 5 5, 6 6, 7 7, 8 8, 9 9, 0 0

2013 2013

1.1.4 辞書におけるアルファベット順

� 母音の順: a > ā > i > ı̄ > u > ū > r. > r̄. > l. > e > ai > o > au

� 子音の順: （それぞれの子音の中は上の母音の順に従う: ka > kā > ki >

k̄ı 等）

1. 軟口蓋音: 無声無気 k ＞　無声有気　 kh ＞　有声無気 g ＞　有声有気

gh

2. 硬口蓋音: 無声無気 c ＞　無声有気 ch ＞　有声無気 j ＞　有声有気 jh

3. 反舌音: 無声無気 t. ＞　無声有気 t.h ＞　有声無気 d. ＞　有声有気 d.h

4. 歯音: 無声無気 t ＞　無声有気 th ＞　有声無気 d ＞　有声有気 dh

5. 唇音: 無声無気 p ＞　無声有気 ph ＞　有声無気 b ＞　有声有気 bh

6. 鼻音: 軟口蓋音 ṅ ＞　硬口蓋音 ñ＞　反舌音 n. ＞　歯音 n ＞　唇音 m

7. 半母音: 硬口蓋音 y ＞　反舌音 r ＞　歯音 l ＞　唇音 v

8. 歯擦音: 硬口蓋音 ś ＞ 反舌音 s. ＞ 歯音 s

9. 気音 h
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1.1.5 合字　 ligature

　　

� 単独の文字は必ず aを伴う．子音だけを表したいときはヴィラーマ Virāma

を付ける．

ka k > k k̂ ; pa p > p p̂ ; ma m > m m̂

� 子音だけが連続する場合には，結合文字（合字　 ligature）を使う．

tamaya tmy > tmya (My
– 最初の文字が縦線で終わるなら，この縦線を失って，後の文字の左に付

く．

t t̂ + ka k > tka (k ; g ĝ + ya y > gya `y
– 最初の文字が縦線で終わらないなら，後の文字が横線を失って，最初の

文字の下に付く．

k k̂ + va v > kva kv ; d. X̂ + ga g d. ga > ³　　
（例外が多い）

– ｒは特別．dhra D} rdha D
 ; pra pr rpa p

– その他例外や難読文字がある．

kta kt ;ks.a " ;jña â ;tta tt ;tna tn ;tra / ;dda dd;
ddha � ;
dbha � ;dbhya � ;dya dy ;́sca � ;́scya ôy ;s.t.a £;
s.t.ya ÷ ;
s.t.ha ¤ ;s.t.hya ¤+ 等多数．
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1.1.6 文の綴り方

� 基本的に単語ごとに区切らず，文は一続きで書く習慣だが，単語が母音・m.・

h.で終わり，次の単語が子音で始まる場合区切って書く．（子音 + 母音，母

音 + 母音，子音 + 子音の場合には続け書きするということである．＞連

声法 ）

� 句読法は：　文中の小さな区切りには |を用い，文末には ∥を用いる．
�「ナラ王物語」冒頭の例　 (> 1.4.3)

Br.hadaśva uvāca:
ās̄ıd-rājā nalo nāma v̄ırasenasuto bal̄ı

upapanno gun. air-is.t.ai rūpavān-aśvakovidah. /1/

atis.t.an-manujendrān. āṁ mūrdhni devapatiryathā

　 upary-upari sarves.ām-āditya iva tejasā /2/

brahman.yo vedavic-chūro nisadhes.u mah̄ıpatih.
aks.apriyah. satyavād̄ı mahān-aks.auhin. ı̄patih. /3/

B� hd� uvAc ॥
aAsFdý AjA nlo nAm vFrs�ns� to blF ।
uppnno g� Z{Er£{ !pvAn�koEvd, ॥ 1॥
aEt¤�mn� j��dý AZA\ m� Eð
 d�vpEty
TA ।
upy�
pEr sv�
qAmAEd(y iv t�jsA ॥ 2॥
b}hm�yo v�dEvQC� ro EnqD�q� mhFpEt, ।
a"Epry, s(yvAdF mhAn"OEhZFpEt, ॥ 3॥
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1.1.7 アクセント

ラテン語のアクセント法則に準ずる．ただし語末から 4音節にまで拡張する．

1. 最後の音節にアクセントは来ない．

2. 従って 2音節語は必ず第 1音節にアクセントが来る．

3.「長い（重い guru）音節」「短い (軽い laghu)音節」の区別がアクセントで

は重要になる．　

（a）「長い音節」とは，長母音 (ā,̄ı,ū,̄r.)・複母音 (e,ai,o,au)を含む音節か，

（b）短母音に２つ以上の子音が後続する音節のことである．　

（c）ただし，kh,ph等の，hで有気を表したアルファベット翻字は，2文字

であっても本来 1音を表しているから要注意:

la-ghu「軽い」: 短-短,

lag-na「付着した」:長-短　

4. 3音節語の場合，

（a）後から 2 番目の音節が「長い音節」なら，そこにアクセントが落ち，

A-́só-ka

（b）後から 2番目の音節が「短い音節」なら，後から 3番目の（つまり語の

第 1音節）にアクセントが落ちる．R´̄a-gha-va

5. 4音節以上の語の場合，

（a）後から 2番目の音節が「長い音節」なら，そこにアクセントが落ちる．

Kā-li-d´̄a-sa

（b）もし後から 2番目の音節が「短い音節」ならば，

i. 後から 3番目の音節が「長い音節」の時には，そこにアクセントが

落ち: hi-m´̄a-la-ya

ii. 後から 3番目の音節が「短い音節」時には，後から 4番目の音節に

アクセントが落ちる．ú-pa-ni-s.ad

6. 後から 4番目の音節より前にアクセントは遡らない．

7. 語形変化に伴ってアクセントは規則通り移動する．合成語は個々の成分にア

クセントが保持される．
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1.2 母音の階梯　 Ablaut

　

周囲の音韻に関係なく（周囲の音韻から影響を受けたわけではなく），母音自体

が文法範疇に合わせて規則的に変化することがある．印欧語に広く見られるこの現

象を母音交替 (Ablaut) と呼ぶ．サンスクリット語では，標準階梯を中心にして，

弱階梯（消失階梯）と強階梯（長音階梯）の間で交替する．語形変化の際に重要な

役割を果たす．

　
a + i a + u a + r. a + l.

弱階梯・消失階梯 – i (̄ı) u (ū) r. ( r̄.) l.

標準階梯　 a e o ar al

Gun. a ( < a + i ) ( < a + u ) ( < a + r. ) ( < a + l. )

強階梯・長音階梯　 ā ai au ār –

Vr.ddhi ( < ā + i ) ( < ā + u ) ( < ā + r. )

通例母音交替は．後ろに続いた他の母音のとの間で特徴ある変化のセットを形成

する．しかし一部に，母音交替の前に他の母音が先行して特別な変化のセットを形

成することがある．これをサンプラサーラナと呼ぶ．

特殊例：　サンプラサーラナ samprasāran. a

i + a u + a r. + a l. + a

弱階梯・消失階梯 – i (̄ı) u (ū) r. ( r̄.) l.

標準階梯　 a ya va ra al

Gun. a ( < i + a ) ( < u + a ) ( < r. + a ) ( < l. + a)

強階梯・長音階梯　 ā yā vā rā –

Vr.ddhi ( < i + ā ) ( < u + ā ) ( < r. + ā )
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1.3 絶対語末子音の制限と変化

1. サンスクリット語の語形変化（屈折）する単語は，文法的規則に従って「理論

的語形」をいったん形成した後，この語末子音（「絶対語末子音 consonants

in pausa」と呼ぶ）に規則的な制限をかけて現実に使用する「現実的語形」

を形成する．

2. 絶対語末子音は 1個に限られる．複数の場合は通例先頭の 1個が残される:

*bharants（bhr.-「運ぶ」の現在分詞男性単数主格） > bharan

3. 語末で 2つの子音が許されるのは，r+子音の場合だけである: urk- 「力」

4. 絶対語末に許されるのは，母音 (r./l.以外）の他に，次の 8つだけである:

k, t., t, p, ṅ, n, m, h. .

5. これ以外の子音が理論的に語末に来た場合には，通例同系列の無性無気音に

変化する。不規則な変化が多いので注意。

6. 有声無気で始まり有声有気で終わる語根が，その有声有気の語根末音を規則

に従って無気音に変える時，語幹初めの無気音が有気音に変わる．（1 語内

に有気音は１つに限られるが，１つは残さねばならないので）: budh-「目

覚めている，聡明な」 > bhut （単数主格）
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k は語末に立つことを許される子音 ṅ は語末に来る可能性のない子音

j は変化の方向が複数あるので注意を要する子音

h

h.

k

c

t.

t

p

kh

ch

t.h

th

ph

g

j

d.

d

b

gh

jh

d.h

dh

bh

ś

s.

s

ṅ

ñ

n.

n

m

y

r

l

v

-

-

-

6

�
�
�

�
� 6

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�

�
�
�

＜軟口蓋音＞

＜硬口蓋音＞

＜反舌音＞

＜歯音＞

＜唇音＞

⌢
気
音
⌣

⌢
無
声
無
気
⌣

⌢
無
声
有
気
⌣

⌢
有
声
無
気
⌣

⌢
有
声
有
気
⌣

⌢
摩
擦
音
⌣

⌢
鼻
音
⌣

⌢
半
母
音
⌣
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1.4 連声法　 Sandhi　

1.4.1 外連声　 external Sandhi

　

連続する２語の間で，

1. 語末母音と語頭子音 > 外連声は起こらない．

2. 語末母音と語頭母音 > 表１

3. 語末子音と語頭子音・語頭母音 > 表２

� -X-は，前後の語が融合したことを意味する．

� -X|X-は，前後の語が融合せず，それぞれに変化が生じた事を意味する．

� -X/-Xは，語によっていずれかの変化が生じることを意味する．

＜表１：語末母音と語頭母音の間の外連声＞
語末母音

-˘̄a -̆̄ı -˘̄u -r. -e -ai -o -au 語頭母音

-ā- -ya- -va- -ra- -e | -’ -ā | a- -o |-’ -āva- a-

-ā- -yā- -vā- -rā- -a | ā- -ā | ā- -a | ā- -āvā- ā-

-e- -̄ı- -v̆̄ı- -r̆̄ı- -a | ˘̄ı- -ā | ˘̄ı- -a | ˘̄ı- -āv̆̄ı- ˘̄ı-

-o- -y˘̄u- -ū- -r˘̄u- -a | ˘̄u -ā | ˘̄u -a | ˘̄u -āv˘̄u- ˘̄u-

-ar- -yr.- -vr.- -̄r.- -a | r.- -ā | r.- -a | r.- -āvr.- r.-

-ai- -ye- -ve- -re- -a | e- -ā | e- -a | e- -āve- e-

-ai- -yai- -vai- -rai- -a | ai- -ā | ai- -a | ai- -āvai- ai-

-au- -yo- -vo- -ro- -a | o- -ā | o- -a | o- -āvo- o-

-au- -yau- -vau- -rau- -a | au- -ā | au- -a | au- -āvau- au-

-e+a-の場合と，-o+a-の場合に注意．-e/-oは変化せず，a-が省略される:

te + api > te ’pi; prabho + atra > prabho ’tra

例外：双数語尾 ı̄, ū, e は母音の前で省略されず，変化もしない．

代名詞 amı̄と間投詞も．
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＜表２：語末子音と語頭子音・語頭母音の間の外連声＞
絶 対 語 末 子 音

-k -t. -t -p -ṅ -n -m -h. /-r -āh. -ah. 語頭

-˘̄ah.以外 子音

-k -t. -t -p -ṅ -n -m. -h. -āh. -ah. k-/kh-

-g -d. -d -b -ṅ -n -m. -r -ā -o g-/gh-

-k -t. -c -p -ṅ -m. ś -m. -́s -āś -aś c-/ch-

-g -d. -j -b -ṅ -ñ -m. -r -ā -o j-/jh-

-k -t. -t. -p -ṅ -m. s. -m. -s. -ās. -as. t.-/t.h-

-g -d. -d. -b -ṅ -n. -m. -r -ā -o d. -/d.h-

-k -t. -t -p -ṅ -m. s -m. -s -ās -as t-/th-

-g -d. -d -b -ṅ -n -m. -r -ā -o d-/dh-

-k -t. -t -p -ṅ -n -m. -h. -āh. -ah. p-/ph-

-g -d. -d -b -ṅ -n -m. -r -ā -o b-/bh-

-ṅ -n. -n -m -ṅ -n -m. -r -ā -o n-/m-

-g -d. -d -b -ṅ -n -m. -r -ā -o y-/v-

-g -d. -d -b -ṅ -n -m. 消失 -ā -o r-

-g -d. -l -b -ṅ -˙̆l -m. -r -ā -o l-

-k -t. -c/-ch -p -ṅ -ñ|́s-/ch- -m. -h. -āh. -ah. ś-

-k -t. -t -p -ṅ -n -m. -h. -āh. -ah. s.-/s-

-g/-gh -d. /-d.h -d/-dh -b/-bh -ṅ -n -m. -r -ā -o h-

-g -d. -d -b -ṅ/-ṅṅ -n/-nn -m -r -ā 母音

-a a-以外

-o|’- a

-k -t. -t -p -ṅ -n -m -h. -āh. -ah. 行末

語末子音と語頭母音の間に一般に外連声は起こらないが:

� -āh.+語頭母音の場合には，-āh.>-āとなり，語頭母音には変化がない．

� -ah.+語頭母音の場合には，　

1. a-以外の語頭母音の前では，-ah.>-aとなり，語頭母音には変化がない．

kah.+es.ah.>ka es.ah.

2. a-の前では，-ah.>-oとなり，a-は省略される．narah.+ayam>naro ’yam
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1.4.2 内連声　 internal Sandhi

　

1. 基本は外連声に同じだが，若干の例外がある．

2. 語根や語幹の末にある子音は，通例母音・半母音・鼻音で始まる接尾辞・語

尾の前で変化しない．

3. 語根の i/u+r/v+子音 >̄ı/ū: pur-「町」>pūrbhyah.

4. 有声有気音 + t-, th- > 有声無気音 + dh-:

� budh-「目覚める」+ ta（過去分詞接尾辞）> buddha-

� labh-「得る」+ ta（過去分詞接尾辞）> labdha-

� rundh-「阻む」+ thah.（現在能動 2人称双数） > runddhah.

� rundh-「阻む」+ tah.（現在能動 3人称双数）> runddhah.

5. -h +破裂歯音

（a）-h + t-, th-, dh- > -d. h（前のr.以外の短母音は延長される）: lih-「舐め

る」+ta（過去分詞接尾辞） > l̄ıd. ha-

（b）-h + t-, th-, dh- > -gdh: dah-「焼く」+ta（過去分詞接尾辞） >

dagdha-

（c）nah-「繋ぐ」+ -ta（過去分詞接尾辞） > naddha-; vah-「運ぶ」+ ta-

（過去分詞接尾辞） > ūd. ha-; vah + tum（不定詞接尾辞） > vod.hum;

sah「制する」+ tum（不定詞接尾辞） > sod.hum

6. 反舌音 +歯音 > 反舌音 +反舌音: dves.-「憎む」+ti（現在能動３人称単数）

> dves.t.i

7. s./ś + s > ks.:

8. s/n > s./n. は，以下に図示するように極めて複雑な条件化で頻繁に発生する．

条件１． ”s/n”の直後に特定の音韻がある

条件２． ”s/n”の前に特定の音韻がある

条件３． ”s/n”の前にある特定の音韻と，”s/n”との間に

� 別の音韻が挟まっていないか

� 特定の音韻が挟まっていても
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9. ｓの反舌音化

　　
条件２ 条件３ 条件１

k, r

i, ı̄, u, ū,

r., r̄.,

e, ai, o, au

m. または h. が

介在しても s =⇒ s. r が後続していなければ

例: kāntāsu

kāntes.u

10. ｎの反舌音化

　
条件２ 条件３ 条件１

r.

r̄.

r

s.

軟口蓋音

(k, kh, g, gh, ṅ)

または唇音

(p, ph, b, bh, m, v)

または y, h, m.

(h.は起こりえない)

または母音が

介在しても

n =⇒ n.

母音または

m, y ,v, nが

後続していれば

例: aśvena　

sarven. a
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1.4.3 語形変化と音便規則 (euphonization)

サンスクリット語の単語は，文法規則に従った語形変化と，発音上美しい（な

めらかである）と古代インド人の音感が捉えた規則的な音韻変化＝「音便規則」

(euphonization)の 2つが複雑に入り組む．連声法と「絶対語末子音の制限」は「音

便規則」である。

サンスクリット語の単語は，まず文法的に正しい変化を加えた「理論的語形」を

作ってから，それに「音便規則」を加えて「現実的語形」に作り替え，さらにそれ

を文中で用いた際に前後に並んだ別の語の音韻との関係でもう 1度「音便規則」を

加えて「文中での語形」にする．このように 2段階で音便規則が作用する．

1. 理論的語形　←原形に文法変化（決まった語尾）を加える＋内連声・母音

交替

2. 現実的語形　←絶対語末子音の制限・内連声（pada語尾は例外．後述）

3. 文中での語形　←外連声

1.4.4 注意すべき点

連声法を適用した結果，異なる語の繋がりが同じものになってしまうことがある:

āgacchan nr.pasya ...　

<āgacchan（ā+gam-「来る」,過去,能動,3人称,複数）+nr.pasya ...

<āgacchat（ā+gam-「来る」,過去,能動,3人称,単数）+nr.pasya ...

前後の文脈から判断するしかない．
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1.4.5 連声法まとめ　『ナラ王物語』冒頭の通常テキスト形（上）と，連声法適用

前の単語の分かち書き（下）

Nalopākhyāna I 1-3:

Br.hadaśva uvāca:

ās̄ıdrājā nalo nāma v̄ırasenasuto bal̄ı

upapanno gun. airis.t.ai rūpavānaśvakovidah. /1/

atis.t.anmanujendrān. āṁ mūrdhni devapatiryathā

uparyupari sarves.āmāditya iva tejasā /2/

brahman.yo vedavicchūro nisadhes.u mah̄ıpatih.

aks.apriyah. satyavād̄ı mahānaks.auhin. ı̄patih. /3/ ，

Br.hadaśvah. uvāca:

ās̄ıt rājā nalah. nāma v̄ırasenasutah. bal̄ı

upapannah. gun. aih. is.t.aih. rūpavān aśvakovidah. /1/

atis.t.at manujendrān. āṁ mūrdhni devapatih. yathā

upari upari sarves.ām ādityah. iva tejasā /2/

brahman.yah. vedavit śūrah. nisadhes.u mah̄ıpatih.

aks.apriyah. satyavād̄ı mahān aks.auhin. ı̄patih. /3/

『ナラ王物語』（鎧淳訳）第 1章 1-3

プリハドアシュヴァ仙は語り始めました—

昔，ナラという王子がありました．ヴィーラセーナ王の御子で，たくましく，

身に望ましい美質を具え，眉目秀麗で，調馬に長けておりました． /1/

美丈夫ぶりでは，あたかもインドラ神が神々の筆頭の座を占めるように，王たちに

抜きんで，

威光では，さんさんと輝く日輪のように，諸々の王をはるかにしのいでおりまし

た． /2/

バラモンを敬い，ヴェーダ聖典に通じた威き武士，ニシャダ国の王であり，

賽子をたしなみ，不快虚飾の言を語らず由々しき大将軍でした．/3/



30 1 文字と発音

1.5 補足

1.5.1 印欧語の中のインド・イラン語派

1.「サンスクリット語 saṁskr.ta-」とは「整えられた，正確な言葉」という意味

で，紀元前 4世紀頃活躍したパーニニを始祖とする古代インドの文法学者た

ちによって整備され，規範化された古代インドの文語である．ある意味で人

工的な言語であるが，宗教・哲学・文芸のための言葉として尊重され，人口

は少ないものの，今日に至るまで実際に使用されている．

2. インド・イラン語派の最古の資料としては，紀元前 1500年頃の楔形文字史

料（特にミタンニ王国のもの）が中近東で出土している．

3. 紀元前 500年ころまでに成立した「ヴェーダ賛歌」の言語が，インド最古の

まとまった言語で，ヴェーダ語と呼ばれる．

4. サンスクリット語が文語として成立するのに対し，口語の方はプラークリッ

ト語と呼ばれ，紀元後 500年ころから数多くの方言に分解して今日に至って

いる．南伝仏教の経典が書かれたパーリ語もここに属する．

印欧祖語

ギリシャ語

アルメニア語

インド・イラン語派

バルト・スラブ語派

ゲルマン語派

イタリック語派

ケルト語派

トカラ語

アナトリア語群

-

-

-

-

-

-

-

-

-
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イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
語
派

インド諸語

ヴェーダ語

プラークリット語

サンスクリット語

イラン諸語

古ペルシア語

アヴェスタ語

カーフィル諸語

ヒンディー語

ウルドゥー語

パンジャーブ語

ラージャスターン語

グジャラート語

ネパール語

ラフンダ語

シンド語

カシミール語

シンティ・ロマ語

マラーティー語

オリヤー語

ビハール語

ベンガル語

アッサム語

シンハラ語

ペルシア語

サカ語

ソグド語

パシュトー語

パルチー語

クルド語

オセット語

パーリ語-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -
-

-

-

-

-

-

-
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1.5.2 印欧語における母音推移

＊代表的な推移のみを簡略にまとめた.実際には条件によって複数の推移を示す.

短母音 長母音 複母音 ソナント
印欧祖語　 e o a @ i u ē ō ā ı̄ ū ei oi ai eu ou au r

˚
l
˚

n
˚

m
˚︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸

ゲルマン
祖語 e a i u ē ō ı̄ ū ı̄ ai eu au ur ul un um︸ ︷︷ ︸
古典ギリ
シャ語 　 ϵ o α ι υ η ω ᾱ ῑ ῡ ϵι oι αι ϵυ oυ αυ αρ αλ αν αµ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸
ラテン語 e o a i u ē ō ā ı̄ ū ı̄ ū ae ū au or ol en em︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸
サンスク
リット語 a i i u ā ı̄ ū ē ō r

˚
r
˚

a a︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸
中世
ケルト語 e o a i u ı̄ ā ā ı̄ ū ē,ia oe ae ō, ūa ar al an am︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸
リトア
ニア語 e a i u ė uo o y ū ei ai,ie jau au ir il in im︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸
古代教会
スラブ語 e o ı̆ ŭ ě a y u i ě ju u ı̆r ı̆l ı̆n ı̆m

1.5.3 印欧語における子音推移
＊破裂音以外はほとんど異同がない.
＊印欧祖語/k/が口蓋音で保持されているか、歯擦音に推移したかで大きく二つ

に分類される.
１００を表す語によって前者を centum語群、後者を satem語群と呼ぶ.

無声無気 有声無気 有声有気

印欧祖語 p t k ku
“

b d g gu
“

bh dh gh ghu
“

ゲルマン祖語 f þ h h p t k k b d g gw

古代ギリシャ語 π τ κ π, τ, κ β δ γ β, δ, γ ϕ θ χ ϕ, θ, χ

ラテン語 p t c qu,c b d g qu,v,g f(b) f(b,d) h,g f,gu,v,g

ケルト語 t c,ch c,ch b d g b b d g g

サンスクリット語 p t ś k(c) b d j g(j) bh dh h gh(h)

リトアニア語 p t š k b d ž g b d ž g

古代教会スラブ語 p t s k(č,c) b d z g(ž,dz) b d z g(ž,dz)
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1.5.4 印欧語における母音交替

■1.5.4.1 概略 　印欧語では，語形変化に伴いアクセントが移動していたが，

母音交替はこのアクセント移動が原因で生じた二次的な現象であると推定されてい

る．文法的な機能を担うようになり，特にゲルマン語では強変化動詞の形成に重要

な役割を果たした．

eg. drink/drank/drunk;trinken/trank/getrunken

■1.5.4.2 種類 印欧語の母音交替には次の 2種類がある:

1. 音質交替 (Abtönung: e と o が（まれに@が）交替する．lat. tegere/toga;

gr. πατέρα/ἐυπάτορα

2. 音量交替 (Abstufung):同じ母音が長母音・短母音・消失と変化する: lat.

tegere/tēgula; gr. πατέρα/πατήρ/πατρός

■1.5.4.3 母音交替列 音質交替と音量交替を組み合わせ、印欧語には次の 6

種類の母音交替列があった:

a) 短母音を基本階梯とする母音交替列

基本階梯 音質交替階梯 延長階梯 消失階梯

1 e o ē —

gr.λείπο λέλοιπα ἔλιπον

lat.rego rogo rēx

2 a ā

gr.ἄγο ἤχα(η<ā)

lat.scabo scābi

3 o ō

gr.ῥήτορα ῥήτωρ

lat.fodio fōdi
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b) 長母音を基本階梯とする母音交替列

基本階梯 音質交替階梯 弱化階梯

4 ā @

gr.στήσω(η<ā) στατός(α<@)

lat.stāre status(a<@)

5 ō @

gr.δίδωμι δόσις(ο<@)

lat.dōnum datus(a<@)

6 ē ō @

gr.τίθημι θωμός θετός

lat.fēci(f<dh) sacerdōs facio(f<dh, a<@)

　

■1.5.4.4 サンスクリット語の母音交替の特徴

1. サンスクリット語にあっては印欧語の a/e/o が全て a に変化したため，母

音交替列 1.2.3．が統合され、ā/a/—を基本とする単一の母音交替列が形成

された．

2. 古代の文法家は消失階梯を基本（標準）階梯として捉えていた．サンプラ

サーラナから考えて，今日では Gun.aが標準階梯とされている．（消失階梯

を基本として出発すると，その母音交替列がサンプラサーラナかそうでない

か決定できなくなるから）

3. ただし実用的な観点から動詞の基本形を弱階梯で記述し辞書の見出し語とす

ることが行われている．
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2 名詞変化

2.1 名詞変化の概要

　 　 　 　 　　

1. サンスクリット語の名詞は:　

（a）性（gender）:男性（masculine），女性（feminine），中性（neuter）

（b）数（number）:単数（singular），双数（両数）（dual），複数（plural）

（c）格（case）:

i. 主格 nominative（主語になる形）　

ii. 呼格 vocative（呼びかけのための形）

iii. 対格 accusative（直接目的語になる形，～を）

iv. 具格 instrumentalis（手段・材料・方法を示す形，～によって）　

v. 与格（為格）dative（間接目的語になる形，～に）　

vi. 奪格 ablative（分離を表す形，～から）　

vii. 属格 genitive（所属を表す形，～の）　

viii. 位格（処格・所格）locative（場所を表す形，～において）

　　 　　　　　　　 　 　に従って変化する．（格は昔からこの順番で文法が組まれているので，この

順番で暗記すること）

2. それぞれの意味用法については「４　統語論」を参照せよ

3. それぞれの文法用語のサンスクリット語は，2.2.1. の a-/ā-語幹名詞の変化

表に示しておいた．

4. 名詞は通例「語幹（stem）＋語尾（ending）」で形成される．語幹が意味を

表し，語尾が文法的機能を表す．

5. 語幹と語尾の間に連声法が適用される．

6. サンスクリット語の名詞変化には次のタイプがある:

（a）子音幹名詞（語幹は変化することがあるが，全ての変化タイプで語尾が

共通．男女の区別なし）　

i. 単語幹名詞　

ii. 複語幹名詞（2語幹名詞，3語幹名詞）

（b）母音幹名詞（語幹は変化しないが，変化タイプ毎に語尾が微妙に異な

る．男女差が明確）
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i. a-語幹名詞　

ii. ā-語幹名詞　

iii. i-語幹名詞　

iv. u-語幹名詞　

v. ı̄-語幹名詞　

vi. ū-語幹名詞　

vii. tr.-語幹名詞

7. 中性形は主格・対格においてのみ男性形と異なる形を取る．

8. 名詞と形容詞の間に基本的に区別がない．

9. 代名詞は変化形の一部で特殊な変化形を取る．
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2.2 子音幹名詞の変化

2.2.1 単語幹名詞の語尾一覧

数 格 男性・女性 中性

主格 -s - 絶対語末子音の制限により，

単 呼格 - - この-sは実際には現れない．

対格 -am -

具格 -ā

与格 -e

奪格 -as -ah.の形で現れる

数 属格

位格 -i

主格

双 呼格 -au -̄ı

対格

具格

与格 -bhyām (pada語尾)

奪格

数 属格 -yos -yoh.の形で現れる

位格

主格 中性複数形は，語尾-iを付けるだけでなく，

複 呼格 -as -i 語幹末子音の前に同系列の鼻音を挿入する:

対格 jagat- n.「世界」>jaganti

具格 -bhis -bhih.の形で現れる (pada語尾)

与格 -bhyas -bhyah.の形で現れる (pada語尾)

奪格

数 属格 -ām

位格 -su (pada語尾)
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2.2.2 ＜単語幹名詞の変化＞

� 語幹末子音の種類に従って，詳しく紹介した．

� 男性・女性・中性名詞をそれぞれ例示せず，形容詞で同時に 3性の形を示す

方法を採った．

� 語幹末子音と語尾との間の連声法や，中性複数主格の形に注意のこと．

� 特に pada語尾 (-bhyām,-bhis,-bhyas,-su)の場合に注意せよ．他の語尾は，

「絶対語末子音の制限」を受ける前の本来の語末子音に直接付加されるが，

pada 語尾は「絶対語末子音の制限」を受けた後の語末子音に付加される．

しかもその際に，語末子音と pada語尾の間に外連声が適用される．

1. 歯音幹 2. 軟口蓋音幹 3. 唇音幹
4. 硬口蓋音幹 a, b 5. 歯擦音幹 a, b, c, d 6. h-語幹 a, b
7. r-語幹 8. as-, is-, us-語幹
＊. in-, min-, vin-語幹> 2語幹名詞
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1. 歯音幹　 suyudh- “良く戦う” 2. 軟口蓋音幹　 sarva-́sak- “全能の”

男性形 女性形 中性形 男性形 女性形 中性形

主格 suyut suyut sarvaśak sarvaśak

単 呼格

対格 suyudham sarvaśakam

具格 suyudhā sarvaśakā

与格 suyudhe sarvaśake

奪格 suyudhah. sarvaśakah.

数 属格

位格 suyudhi sarvaśaki

主格

双 呼格 suyudhau suyudh̄ı sarvaśakau sarvaśak̄ı

対格

具格

与格 suyudbhyām sarvaśagbhyām

奪格

数 属格 suyudhoh. sarvaśakoh.

位格

主格

複 呼格 suyudhah. suyundhi sarvaśakah. sarvaśan. ki

対格

具格 suyudbhih. sarvaśagbhih.

与格 suyudbhyah. sarvaśgbhyah.

奪格

数 属数 suyudhām sarvaśakām

位格 suyutsu sarvaśaks.u
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3. 唇音幹 4. 硬口蓋音幹

dharma-gup- a. satya-vāc- > -vāk

“法を守る” “真実を語る”

b. vísvasr
˚
j- > -sr.t.-

“一切を創造する”

男性形 女性形 中性形 男性形 女性形 中性形

主格 dharmagup dharmagup satyavāk satyavāk

単 呼格

対格 dharmagupam satyavācam

具格 dharmagupā satyavācā

与格 dharmagupe satyavāce

奪格 dharmagupah. satyavācah.

数 属格

位格 dharmagupi satyavāci

主格

双 呼格 dharmagupau dharmagup̄ı satyavācau satyavāc̄ı

対格

具格

与格 dharmagubbhyām satyavāgbhyām

奪格

数 属格 dharmagupoh. satyavācoh.

位格

主格

複 呼格 dharmagupah. dharmagumpi satyavācah. satyavāñci

対格

具格 dharmagubbhih. satyavāgbhih.

与格 dharmagubbhyah. satyavāgbhyah.

奪格

数 属数 dharmagupām satyavācām

位格 dharmagupsu satyavāks.u
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5. 歯擦音幹 6. h-語幹　

a. su-dr.ś- > -dr.k a. madhu-lih- > -lit.
“容貌の美しい” “蜜を舐める”

b. vís- f. > vit. “部族” b. go-duh- > -dhuk

c. brahma-dvis.- > -dvit. “牛乳を搾る”

“バラモンを憎む”

d. dadhr.s.- > dadhr.k “大胆な”

男性形 女性形 中性形 男性形 女性形 中性形

主格 sudr.k sudr.k madhulit. madhulit.
単 呼格

対格 sudr.śam madhuliham

具格 sudr.śā madhulihā

与格 sudr.śe madhulihe

奪格 sudr.śah. madhulihah.

数 属格

位格 sudr.śi madhulihi

主格

双 呼格 sudr.śau sudr.ś̄ı madhulihau madhulih̄ı

対格

具格

与格 sudr.gbhyām madhulid.bhyām

奪格

数 属格 sudr.śoh. madhulihoh.

位格

主格

複 呼格 sudr.śah. sudr.ṁśi madhulihah. madhuliṁhi

対格

具格 sudr.gbhih. madhulid.bhih.

与格 sudr.gbhyah. madhulid.bhyah.

奪格

数 属数 sudr.śām madhulihām

位格 sudr.ks.u madhulit.s.u
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7 r-語幹 8. as-, is- us-語幹

a. dvār- f. > dvāh. a. su-manas- > su-manah.
‘扉” “好意ある”

b. gir- f. > ḡıh. b. br.haj-jyotis- > br.haj-jyotih.
“部族” “盛んに輝く”

c. d̄ırgh-āyus- > d̄ırgh-āyuh.
“長生の”

女性名詞 男性形 女性形 中性形

主格 ḡıh. sumanāh. sumanah.

単 呼格 sumanah.

対格 giram sumanasam

具格 girā sunamasā

与格 gire sumanase

奪格 girah. sumanasah.

数 属格

位格 giri sumanasi

主格

双 呼格 girau sumanasau sumanas̄ı

対格

具格

与格 ḡırbhyām sumanobhyām

奪格

数 属格 giroh. sumanasoh.

位格

主格

複 呼格 girah. sumanasah. sumanāṁhi

対格

具格 ḡırbhih. sumanobhih.

与格 ḡırbhyah. sumanobhyah.

奪格

数 属数 girām sumanasām

位格 ḡırs.u sumanah. su /sumanassu
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2.2.3 ＜多語幹名詞の変化＞

■2.2.3.1 多語幹名詞の一覧

２語幹 ３語幹

弱語幹 強語幹 弱語幹 中語幹 強語幹

at- at- mat- vat- at- ant-

an- an- man- van- n- a- ān-

in- in- min- vin- i- in-

as- yas- ı̄yas- ı̄yām. s- vas- us- vat- vām. s-

ac- vac- ūc-/̄ıc- ac- añc-
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■2.2.3.2 ２語幹名詞

2.2.3.2.1 ２語幹名詞　強語幹と弱語幹の標準的分布

男性形 女性形（ ı̄-語幹名詞に準じて作る） 中性形

語幹 語尾 語幹 語尾 語幹 語尾

　 主格 ＜強＞ -s -̄ı -

単 呼格 ＜強＞ - -i -

　 対格 ＜強＞ -am -̄ım -

　 具格 -ā -yā -ā

　 与格 -e -yai -e

　 奪格 -as -yās -as

数 属格 -as -yās -as

　 位格 -i -yām -i

　 主格 ＜強＞ -au -yau -̄ı

双 呼格 ＜強＞ -au -yau -̄ı

　 対格 ＜強＞ -au -yau -̄ı

　 具格 -bhyām -̄ıbhyām -bhyām

　 与格 -bhyām -̄ıbhyām -bhyām

　 奪格 -bhyām -̄ıbhyām -bhyām

数 属格 -os -yos -os

　 位格 -os -yos -os

　 主格 ＜強＞ -as -yas ＜強＞ -i

複 呼格 ＜強＞ -as -yas ＜強＞ -i

　 対格 -as -̄ıs ＜強＞ -i

　 具格 -bhis -̄ıbhis -bhis

　 与格 -bhyas -̄ıbhyas -bhyas

　 奪格 -bhyas -̄ıbhyas -bhyas

数 属格 -ām -̄ınām -ām

　 位格 -su -̄ıs.u -su
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2.2.3.2.2 　 at-語幹名詞（女性形は ı̄-語幹名詞に準じて作る）　　　

1. -at語幹　動詞の現在分詞・未来分詞　

（a）bodhat(<bhud)型，第１・４・１０類動詞，第２次活用：中・両・主呼

対と全女性形で強語幹　

（b）adat(<ad)型，第２種活用動詞（第２・３・５・７・８・９類）：中・両・

主呼対と全女性で弱語幹　

（c）tudat(<tud)型，第６類と第２類の中で-āで終わる動詞：中・両・主呼

格と全女性で弱語幹・強語幹両方可　

（d）dadat(<dā)型，重複語幹：中・複・主呼格で強語幹，後は全て弱語幹

2. -mat/-vat語幹　「～を持つ」：男・単・主が -mān/-vān

3. mahat 「大きい」：mahat/mahānt
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1.c tudat- 「打っている」　強語幹: tudant- < tud

男性形 女性形（ı̄-語幹） 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主 強 tudan 弱 /強 tudat̄ı/ tudat

tudant̄ı

単 呼 強 弱 /強 tudati/tudanti

　 対 強 tudantam 弱 /強 tudat̄ım/tudant̄ım

　 具 tadatā 弱 /強 tudatyā/tudantyā tudatā

　 与 tudate 弱 /強 tudatyai/tudantyai tudate

　 奪 tudatah. 弱 /強 tudatyāh./ tudatah.

数 属 弱 /強 tudantyāh.

　 位 tudati 弱 /強 tudatyām/ tudati

tudantyām

　 主 強 tudantau 弱 /強 tudatyau/ 弱 /強 tudat̄ı/

双 呼 強 弱 /強 tudantyau 弱 /強 tudant̄ı

　 対 強 弱 /強 弱 /強

　 具 *tudadbhyām 弱 /強 tudat̄ıbhyām/ *tudadbhyām

　 与 弱 /強 tudant̄ıbhyām

　 奪 弱 /強

数 属 tudatoh. 弱 /強 tudatyoh./ tudatoh.

　 位 弱 /強 tudantyoh.

　 主 強 tudantah. 弱 /強 tudatyah./ 強 tudanti

複 呼 強 弱 /強 tudantyah. 強

　 対 tudatah. 弱 /強 tudat̄ıh./tudant̄ıh. 強

　 具 *tudadbhih. 弱 /強 tudat̄ıbhih./ *tudadbhih.

tudant̄ıbhih.

　 与 *tudadbhyah. 弱 /強 tudat̄ıbhyah./ *tudadbhyah.

　 奪 弱 /強 tudant̄ıbhyah.

数 属 tudatām 弱 /強 tudat̄ınām/ tudatām

tudant̄ınām

　 位 tudatsu 弱 /強 tudat̄ıs.u/tudant̄ıs.u tudatsu



2.2 子音幹名詞の変化 47

2.2.3.2.3 　 in-語幹名詞（女性形は ı̄-語幹名詞に準じて作る）

balin-「力ある」 弱語幹:bali-

男性形 女性形（ı̄-語幹） 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主格 *bal̄ı 強 balin̄ı bali

単 呼格 強 balin 強 balini 弱 /強 bali/balin

　 対格 強 balinam 強 balin̄ım 強 bali

　 具格 強 balinā 強 balinyā 強 balinā

　 与格 強 baline 強 balinyai 強 baline

　 奪格 強 balinah. 強 balinyāh. 強 balinah.

数 属格 強 balinah. 強 balinyāh. 強 balinah.

　 位格 強 balini 強 balinyām 強 balini

　 主格 強 balinau 強 balinyau 強 balin̄ı

双 呼格 強 balinau 強 balinyau 強 balin̄ı

　 対格 強 balinau 強 balinyau 強 balin̄ı

　 具格 balibhyām 強 balin̄ıbhyām balibhyām

　 与格 balibhyām 強 balin̄ıbhyām balibhyām

　 奪格 balibhyām 強 balin̄ıbhyām balibhyām

数 属格 強 balinoh. 強 balinyoh. 強 balinoh.

　 位格 強 balinoh. 強 balinyoh. 強 balinoh.

　 主格 強 balinah. 強 balinyah. 強 *bal̄ıni

複 呼格 強 balinah. 強 balinyah. 強 *bal̄ıni

　 対格 強 balinah. 強 balin̄ıh. 強 *bal̄ıni

　 具格 balibhih. 強 balin̄ıbhih. balibhih.

　 与格 balibhyah. 強 balin̄ıbhyah. balibhyah.

　 奪格 balibhyah. 強 balin̄ıbhyah. balibhyadh

数 属格 強 balinām 強 balin̄ınām 強 balinām

　 位格 balis.u 強 balin̄ıs.u balis.u
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2.2.3.2.4 　 yas-語幹名詞（女性形は ı̄-語幹名詞に準じて作る）　形容詞比較級

gar̄ıyas「より重い」; 強語幹: gar̄ıyāṁs- < gur-u-

男性形 女性形（ı̄-語幹） 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主格 強 gar̄ıyān gar̄ıyas̄ı gar̄ıyah.

単 呼格 強 gar̄ıyān gar̄ıyasi gar̄ıyah.

　 対格 強 gar̄ıyāṁsam gar̄ıyas̄ım gar̄ıyah.

　 具格 gar̄ıyasā gar̄ıyasyā gar̄ıyasā

　 与格 gar̄ıyase gar̄ıyasyai gar̄ıyase

　 奪格 gar̄ıyasah. gar̄ıyasyāh. gar̄ıyasah.

数 属格 gar̄ıyasah. gar̄ıyasyāh. gar̄ıyasah.

　 位格 gar̄ıyasi gar̄ıyasyām gar̄ıyasi

　 主格 強 gar̄ıyāṁsau gar̄ıyasyau gar̄ıyas̄ı

双 呼格 強 gar̄ıyāṁsau gar̄ıyasyau gar̄ıyas̄ı

　 対格 強 gar̄ıyāṁsau gar̄ıyasyau gar̄ıyas̄ı

　 具格 *gar̄ıyobhyām gar̄ıyas̄ıbhyām *gar̄ıyobhyām

　 与格 *gar̄ıyobhyām gar̄ıyas̄ıbhyām *gar̄ıyobhyām

　 奪格 *gar̄ıyobhyām gar̄ıyas̄ıbhyām *gar̄ıyobhyām

数 属格 gar̄ıyasoh. gar̄ıyasyoh. gar̄ıyasoh.

　 位格 gar̄ıyasoh. gar̄ıyasyoh. gar̄ıyasoh.

　 主格 強 gar̄ıyāṁsah. gar̄ıyasyah. 強 gar̄ıyāṁsi

複 呼格 強 gar̄ıyāṁsah. gar̄ıyasyah. 強 gar̄ıyāṁsi

　 対格 gar̄ıyasah. gar̄ıyas̄ıh. 強 gar̄ıyāṁsi

　 具格 *gar̄ıyobhih. gar̄ıyas̄ıbhih. *gar̄ıyobhih.

　 与格 *gar̄ıyobhyah. gar̄ıyas̄ıbhyah. *gar̄ıyobhyah.

　 奪格 *gar̄ıyobhyah. gar̄ıyas̄ıbhyah. *gar̄ıyobhyah.

数 属格 gar̄ıyasām gar̄ıyas̄ınām gar̄ıyasām

　 位格 gar̄ıyah. su/ gar̄ıyas̄ıs.u gar̄ıyah. su/

gar̄ıyassu gar̄ıyassu
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■2.2.3.3 ３語幹名詞

2.2.3.3.1 ３語幹名詞　強語幹と中語幹と弱語幹の標準的分布　

男性形 女性形 ( ı̄-語幹名詞に準じて作る) 中性形

語幹 語尾 語幹 語尾 語幹 語尾

　 主格 ＜強＞ -s -̄ı ＜中＞ -

単 呼格 ＜強＞ - -i ＜中＞ -

対格 ＜強＞ -am -̄ım ＜中＞ -

　 具格 -ā -yā -ā

　 与格 -e -yai -e

　 奪格 -as -yās -as

数 属格 -as -yās -as

　 位格 -i -yām -i

　 主格 ＜強＞ -au -yau -̄ı

双 呼格 ＜強＞ -au -yau -̄ı

　 対格 ＜強＞ -au -yau -̄ı

　 具格 ＜中＞ -bhyām -̄ıbhyām ＜中＞ -bhyām

　 与格 ＜中＞ -bhyām -̄ıbhyām ＜中＞ -bhyām

　 奪格 ＜中＞ -bhyām -̄ıbhyām ＜中＞ -bhyām

数 属格 -os -yos -os

　 位格 -os -yos -os

　 主格 ＜強＞ -as -yas ＜強＞ -i

複 呼格 ＜強＞ -as -yas ＜強＞ -i

　 対格 　 -as -̄ıs ＜強＞ -i

　 具格 ＜中＞ -bhis -̄ıbhis ＜中＞ -bhis

　 与格 ＜中＞ -bhyas -̄ıbhyas ＜中＞ -bhyas

　 奪格 ＜中＞ -bhyas -̄ıbhyas ＜中＞ -bhyas

数 属格 -ām -̄ınām -ām

　 位格 ＜中＞ -su -̄ıs.u ＜中＞ -su



50 2 名詞変化

2.2.3.3.2 an-語幹名詞　

1. 標準型: 強語幹: -ān/-mān/-vān, 中語幹: -a(n)/-ma(n)/-va(n), 弱語幹: -n

2. -子音 +van/man型: 弱語幹が-nではなく-anになり，実質 2語幹変化

3. 特殊例　

（a）path- m. 「道」: 強語幹:panthān, 中語幹:pathi, 弱語幹:path 　

（b）ahan n. 「日」: 強語幹:ahān, 中語幹 ahas, 弱語幹 ahn

（c）śvan m. 「犬」: 強語幹 śvān, 中語幹: śvan, 弱語幹: śun 　（サンプラ

サーラナ）

（d）yuvan 「若い」: 強語幹:yuvān, 中語幹:yuvan, 弱語幹:yūn　（サンプ

ラサーラナ｝

（e）-han 「～殺しの」: 強語幹: han, 中語幹: ha, 弱語幹: ghn
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p̄ıvan「肥えた」:

強語幹: p̄ıvān, 中語幹: p̄ıva(n), 弱語幹: p̄ıvn, 女性形: p̄ıvar̄ı

男性形 (女性形は ı̄-語幹) 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主格 強 p̄ıvā p̄ıvar̄ı 中 p̄ıva

単 呼格 強 p̄ıvan p̄ıvari 中 p̄ıva/p̄ıvan

対格 強 p̄ıvānam p̄ıvar̄ım 中 p̄ıva

　 具格 p̄ıvnā p̄ıvaryā p̄ıvnā

　 与格 p̄ıvne p̄ıvaryai p̄ıvne

　 奪格 p̄ıvnah. p̄ıvaryāh. p̄ıvnah.

数 属格 p̄ıvnah. p̄ıvaryāh. p̄ıvnah.

　 位格 p̄ıvni/p̄ıvani p̄ıvaryām p̄ıvni/p̄ıvani

　 主格 強 p̄ıvānau p̄ıvaryau p̄ıvn̄ı/p̄ıvan̄ı

双 呼格 強 p̄ıvānau p̄ıvaryau p̄ıvn̄ı/p̄ıvan̄ı

　 対格 強 p̄ıvānau p̄ıvaryau p̄ıvn̄ı/p̄ıvan̄ı

　 具格 中 p̄ıvabhyām p̄ıvar̄ıbhyām 中 p̄ıvabhyām

　 与格 中 p̄ıvabhyām p̄ıvar̄ıbhyām 中 p̄ıvabhyām

　 奪格 中 p̄ıvabhyām p̄ıvar̄ıbhyām 中 p̄ıvabhyām

数 属格 p̄ıvnoh. p̄ıvaryoh. p̄ıvnoh.

　 位格 p̄ıvnoh. p̄ıvaryoh. p̄ıvnoh.

　 主格 強 p̄ıvānah. p̄ıvaryah. 強 p̄ıvāni

複 呼格 強 p̄ıvānah. p̄ıvaryah. 強 p̄ıvāni

　 対格 　 p̄ıvnah. p̄ıvar̄ıh. 強 p̄ıvāni

　 具格 中 p̄ıvabhih. p̄ıvar ı̄bhih. 中 p̄ıvabhih.

　 与格 中 p̄ıvabhyah. p̄ıvar̄ıbhyah. 中 p̄ıvabhyah.

　 奪格 中 p̄ıvabhyah. p̄ıvar̄ıbhyah. 中 p̄ıvabhyah.

数 属格 p̄ıvnām p̄ıvar̄ınām p̃ıvnām

　 位格 中 p̄ıvasu p̄ıvar̄ıs.u 中 p̄ıvasu
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2.2.3.3.3 　 vas-語幹名詞（完了能動分詞）　

1. 過去能動分詞との違いに注意！　 kr.- > 完了能動分詞: cakr.vas- vs. 過去能

動分詞: kr.tavat-

2. 弱い完了語幹に-vasを付して作る:

kr.-「為す」: 完了強語幹: cak˘̄ar, 完了弱語幹: cakr. > 完了能動分詞　

cakr.vas-

3. 弱い完了語幹が単音節の場合 -ivas を付すが，この -i- は弱語幹で消失する:

dā-「与える」: 完了強語幹: dadā-, 完了弱語幹: dad- > 完了能動分詞

dadivas-, 強語幹: dadivāṁs-, 中語幹: dadivat-, 弱語幹: dadus-

4. vid-「知る」は完了形において語根重複を行わないので上の規則から外れる:

vid- > 完了能動分詞: vidvas-, 強語幹: vidvāṁs-, 中語幹: vidvat-, 弱語幹:

vidus-
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cakrr.vas- 「為し終えた」:

強語幹:cakr.vāṁs-, 中語幹:cakr.vat-, 弱語幹:cakrus- < kr.-

男性形 女性形 (̄ı-語幹) 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主格 強 cakr.vān cakrus.̄ı 中 cakr.vat

単 呼格 強 cakr.van cakrus.i 中 cakr.vat

対格 強 cakr.vāṁsam cakrus.̄ım 中 cakr.vat

　 具格 cakrus.ā cakrus.yā cakrus.ā

　 与格 cakrus.e cakrus.yai cakrus.e

　 奪格 cakrus.ah. cakrus.yāh. cakrus.ah.

数 属格 cakrus.ah. cakrus.yāh. cakrus.ah.

　 位格 cakrus.i cakrus.yām cakrus.i

　 主格 強 cakr.vāṁsau cakrus.yau cakrus.̄ı

双 呼格 強 cakr.vāṁsau cakrus.yau cakrus.̄ı

　 対格 強 cakr.vāṁsau cakrus.yau cakrus.̄ı

　 具格 中 cakr.vadbhyām cakrus.̄ıbhyām 中 cakr.vadbhyām

　 与格 中 cakr.vadbhyām cakrus.̄ıbhyām 中 cakr.vadbhyām

　 奪格 中 cakr.vadbhyām cakrus.̄ıbhyām 中 cakr.vadbhyām

数 属格 cakrus.oh. cakrus.yoh. cakrus.oh.

　 位格 cakrus.oh. cakrus.yoh. cakrus.oh.

　 主格 強 cakr.vāṁsah. cakrus.yah. 強 cakr.vāṁsi

複 呼格 強 cakr.vāṁsah. cakrus.yadh 強 cakr.vāṁsi

　 対格 　 cakrus.ah. cakrus.̄ıh. 強 cakr.vāṁsi

　 具格 中 cakr.vadbhih. cakrus.̄ıbhih. 中 cakr.vadbhih.

　 与格 中 cakr.vadbhyah. cakrus.̄ıbhyah. 中 cakr.vadbhyah.

　 奪格 中 cakr.vadbhyah. cakrus.̄ıbhyah. 中 cakr.vadbhyah.

数 属格 cakrus.ām cakrus.̄ınām cakrus.ām

　 位格 中 cakr.vatsu cakrus.̄ıs.u 中 cakr.vatsu



54 2 名詞変化

2.2.3.3.4 　 ac-語幹名詞（方向を表す）　

1. āc-型: 2語幹, 強語幹: āñc, 弱語幹: āc: prāc- 「前の，東の」, avāc- 「下

の，南の」

2. ac-型: 3語幹　

（a）ı̄c 型: 強語幹:añc, 中語幹: ac, 弱語幹:̄ıc: pratyac- 「後の，西の」,

udac- 「上の，北の」

（b）ūc 型: 強語幹:añc, 中語幹: ac, 弱語幹:ūc: anvac- 「次の」,

vis.vac(vísvac)- 「普遍の」

（c）aśc型: 強語幹:añc, 中語幹: ac, 弱語幹:aśc: tiryac- 「水平の」
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pratyac- 「後の，西の」:

強語幹: pratyañc-, 中語幹:pratyac-, 弱語幹:prat̄ıc-

男性形 女性形 (̄ı-語幹) 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主格 強 pratyaṅ prat̄ıc̄ı 中 pratyak

単 呼格 強 pratyaṅ prat̄ıci 中 pratyak

対格 強 pratyañcam prat̄ıc̄ım 中 pratyak

　 具格 prat̄ıcā prat̄ıcyā prat̄ıcā

　 与格 prat̄ıce prat̄ıcyai prat̄ıce

　 奪格 prat̄ıcah. prat̄ıcyāh. prat̄ıcah.

数 属格 prat̄ıcah. prat̄ıcyāh. prat̄ıcah.

　 位格 prat̄ıci prat̄ıcyām prat̄ıci

　 主格 強 pratyañcau prat̄ıcyau prat̄ıc̄ı

双 呼格 強 pratyañcau prat̄ıcyau prat̄ıc̄ı

　 対格 強 pratyañcau prat̄ıcyau prat̄ıc̄ı

　 具格 中 pratyagbhyām prat̄ıbhyām 中 pratyagbhyām

　 与格 中 pratyagbhyām prat̄ıbhyām 中 pratyagbhyām

　 奪格 中 pratyagbhyām prat̄ıbhyām 中 pratyagbhyām

数 属格 prat̄ıcoh. prat̄ıcyoh. prat̄ıcoh.

　 位格 prat̄ıcoh. prat̄ıcyoh. prat̄ıcoh.

　 主格 強 pratyañcah. prat̄ıcyah. 強 pratyañci

複 呼格 強 pratyañcah. prat̄ıcyah. 強 pratyañci

　 対格 　 prat̄ıcah. prat̄ıc̄ıh. 強 pratyañci

　 具格 中 pratyagbhih. prat̄ıc̄ıbhih. 中 pratyagbhih.

　 与格 中 pratyagbhyah. prat̄ıc̄ıbhyah. 中 pratyagbhyah.

　 奪格 中 pratyagbhyah. prat̄ıc̄ıbhyah. 中 pratyagbhyah.

数 属格 prat̄ıcām prat̄ıc̄ınām prat̄ıcām

　 位格 中 pratyaks.u prat̄ıc̄ıs.u 中 pratyaks.u
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2.3 母音幹名詞の変化

2.3.1 a-/ā-語幹

1. a-語幹名詞は男性と中性，ā-語幹名詞は女性．

2. またこの 2つの変化タイプを合わせて形容詞を形成する．

3. ラテン語の第 1・第 2変化形容詞にあたる．

4. 下の形容詞の変化表で，変化語尾をまとめて示す．

5. サンスクリット語の名詞変化関係の文法用語もまとめて示しておく．
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a-語幹・男性，a-語幹・中性，ā-語幹・女性の例：

a-/ā-語幹: kānta-/ā- 「愛された」

男性形 中性形 女性形

pum. liṅgam napum. sakaliṅgam str̄ıliṅgam

単 数 主格 prathamā kāntah. kāntam kāntā

ekavacanam 呼格 sambhodanā kānta kānte

対格 dvit̄ıyā kāntam kāntām

具格 tr.t̄ıyā kāntena kāntayā

与格 caturth̄ı kāntāya kāntāyai

奪格 pañcamı̄ kāntāt kāntāyāh.

　 属格 s.as.t.h̄ı kāntasya

位格 saptamı̄ kānte kāntāyām

双 数 主格

dvivacanam 呼格 kāntau kānte

対格

具格

与格 kāntābhyām

奪格

属格 kāntyoh.

位格

複 数 主格 kāntāh. kāntāni kāntāh.

bahuvacanam 呼格

対格 kāntān

具格 kāntaih. kāntābhih.

与格 kāntebhyah. kāntābhyah.

奪格

属格 kāntānām

位格 kāntes.u kāntāsu
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2.3.2 i-語幹/u-語幹

特徴:

1. 単数・奪格の-auは不規則形である．

2. 中性は語幹末に nを挿入する．

3. 男性・女性の一部に i-語幹ではなく，ai-語幹が現れる

注意:

1. 全ての性の形を例示するのに都合が良いので，形容詞で例示するが，形容詞

の特例がある．

2. 中性は単数の与格・奪格・属格・位格と，双数の属格・位格で男性形を取る

ことも出来る．

3. 女性はこの表で示したように u-語幹から作ることも出来るが，ū-語幹から

も，ı̄-語幹からも作ることが出来る．1つの形容詞が 3種で現れる事がある:

tanu-「細い」 f.tanu-, tanū, tanv̄ı-

例外:

1. pati- m「主，夫」; 単数具格 patyā, 与格 patye, 奪格・属格 patyuh. , 位格

patyau; ただし複合語の基底語としては ali-と同様の変化

2. sakhi-「友」: 単数主格 sakhā, 対格 sakhāyam, 具格 sakhyā, 与格 sakhye,

奪格・属格 sakhyuh. , 位格 sakhyau; 双数 sakhāyau, sakhibhyām, sakhyoh. ;

複数主格 sakhāyah.



2.3 母音幹名詞の変化 59

i-語幹: śuci- 「清い」 u-語幹: mr.du- 「柔らかい」

男性形 女性形 中性形 男性形 女性形 中性形

主格 śucih. śuci mr.duh. mr.du

単 呼格 śuce mr.do

対格 śucim mr.dum

具格 śucinā śucyā śucinā mr.dunā mr.dvā mr.dunā

与格 śucaye śucaye/ śucine/ mr.dave mr.dave/ mr.dune/

śucyai śucaye mr.dvai mr.dave

奪格 śuceh. śuceh./ śucinah./ mr.doh. mr.doh./ mr.dunah./

数 属格 śucyāh. śuceh. mr.dvāh. mr.doh.

位格 śucau śucau/ śucini/ mr.dau mr.dau/ mr.duni/

śucyām śucau mr.dvām mr.dau

主格

双 呼格 śuc̄ı śucin̄ı mr.dū mr.dun̄ı

対格

具格

与格 śucibhyām mr.dubhyām

奪格

数 属格 śucyoh. śucinoh./ mr.dvoh. mr.dunoh./

位格 śucyoh. mr.dvoh.

主格 śucayah. śuc̄ıni mr.davah. mr.dūni

複 呼格

対格 śuc̄ın śuc̄ıh. mr.dūn mr.dūh.

具格 śucibhih. mr.dubhih.

与格 śucibhyah. mr.dubhyah.

奪格

数 属格 śuc̄ınām mr.dūnām

位格 śucis.u mr.dus.u



60 2 名詞変化

2.3.3 ı̄-語幹／ū-語幹（女性名詞） 　

1. 多くの名詞が女性形をこの多音節型変化タイプ (nad̄ı-) で形成する．deva-

「神」 > dev̄ı-

2. 子音幹形容詞の女性形はこの多音節型変化タイプ (nad̄ı-)で作られる．

3. 単数主格で -̄ıs となるものがある．laks.mı̄s「幸運」

4. 単音節型変化タイプも，主格対格以外では，多音節型変化タイプと同じ語尾

を取ることがある．
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ı̄-/ū-語幹　単音節 ı̄-/ū-語幹　多音節

dh̄ı「思慮」f bhū「地」f nad̄ı「河」f vadhū「女」f

主格 dh̄ıh. bhūh. nad̄ı vadhūh.

単 呼格 nadi vadhu

対格 dh̄ıyam bhūvam nad̄ım vadhūm

具格 dhiyā bhuvā nadyā vadhvā

与格 dhiye bhuve nadyai vadhvai

奪格 dhiyah. bhuvah. nadyāh. vadhvāh.

数 属格

位格 dhiyi bhuvi nadyām vadhvām

主格

双 呼格 dhiyau bhuvau nadyau vadhvau

対格

具格

与格 dh̄ıbhyām bhūbhyām nad̄ıbhyām vadhūbhyām

奪格

数 属格 dhiyoh. bhuvoh. nadyoh. vadhvoh.

位格

主格 dhiyah. bhuvah. nadyah. vadhvah.

複 呼格

対格 nad̄ıh. vadhūh.

具格 dh̄ıbhih. bhūbhih. nad̄ıbhih. vadhūbhih.

与格 dh̄ıbyah. bhūbhyah. nad̄ıbhyah. vadhūbhyah.

奪格

数 属数 dhiyām bhuvām nad̄ınām vadhūnām

位格 dh̄ıs.u bhūs.u nad̄ıs.u vadhūs.u
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2.3.4 tr.-語幹　

1. 動作者名詞 (nomina agentis) : 動詞語幹 +tr., 中性形はまれ．

2. 親族名詞 : 全て男性形と同じ変化．動作者名詞に比べて，複数主格が-tar-

となる: dātārah. vs mātarah.

3. 女性の親族名詞は複数対格が-̄r.h.となる．　mātr.-「母」f > pl.ac. mātr̄.h.
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1.動作者名詞: dātr. 「与える者」:

強語幹: -tar/-tār, 中語幹: -tr., 弱語幹: -tr

男性形 女性形 (̄ı-語幹) 中性形

語幹 語幹 語幹

　 主格 強 dātā dātr̄ı 中 dātr.

単 呼格 強 dātah. dātri 中 dātah./dātr.

対格 強 dātāram dātr̄ım 中 dātr.

　 具格 dātrā dātryā dātrā/dātr.n. ā

　 与格 dātre dātryai dātre/dātr.n. e

　 奪格 dātuh. dātryāh. dātuh./dātr.n. ah.

数 属格 dātuh. dātryāh. dātuh./dātr.n. ah.

　 位格 dātari dātryām dātari/dātr.n. i

　 主格 強 dātārau dātryau dātr.n. ı̄

双 呼格 強 dātārau dātryau dātr.n. ı̄

　 対格 強 dātārau dātryau dātr.n. ı̄

　 具格 中 dātr.bhyām dātr̄ıbhyām 中 dātr.bhyām

　 与格 中 dātr.bhyām dātr̄ıbhyām 中 dātr.bhyām

　 奪格 中 dātr.bhyām dātr̄ıbhyām 中 dātr.bhyām

数 属格 dātroh. dātryoh. dātroh./dātr.n. oh.

　 位格 dātroh. dātryoh. dātroh./dātr.n. oh.

　 主格 強 dātārah. dātryah. 強 dātr̄.n. i

複 呼格 強 dātārah. dātryah. 強 dātr̄.n. i

　 対格 　 dātr̄.n dātr̄ıh. 強 dātr̄.n. i

　 具格 中 dātr.bhih. dātr̄ıbhih. 中 dātr.bhih.

　 与格 中 dātr.bhyah. dātr̄ıbhyah. 中 dātr.bhyah.

　 奪格 中 dātr.bhyah. dātr̄ıbhyah. 中 dātr.bhyah.

数 属格 dātr̄.n. ām dātr̄ın. ām dātr̄.n. ām

　 位格 中 dātr.s.u dātr̄ıs.u 中 dātr.s.u
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2.3.5 二重母音語幹

数は少ない．次の 2語がよく現れる．

go- m, f「牛」nau-「舟」f

主格 gauh. nauh.

単 呼格

対格 gām nāvam

具格 gavā nāvā

与格 gave nāve

奪格 goh. nāvah.

数 属格

位格 gavi nāvi

主格

双 呼格 gāvau nāvau

対格

具格

与格 gobhyām naubhyām

奪格

数 属格 gavoh. nāvoh.

位格

主格 gāvah. nāvah.

複 呼格

対格 gāh.

具格 gobhih. naubhih.

与格 gobyah. naubhyah.

奪格

数 属数 gavām nāvām

位格 gos.u naus.u
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2.4 補足

印欧諸語と比較したサンスクリット語の名詞変化：

o語幹名詞「狼」の変化例：

印欧祖語 サンスク 古代ギリ ラテン語 古高

リット語 シャ語 ドイツ語

単数 主格 *u
“
lqu

“
os vr.kas λύκος lupus wolf

呼格 *u
“
lqu

“
e vr.ka λύκε lupe wolf

対格 *u
“
lqu

“
om vr.kam λύκον lupum wolf

属格 *u
“
lqu

“
os vr.kasya λύκοιο* lupi wolfes

奪格 *u
“
lqu

“
ōd vr.kāt — lupō(d) —

与格 *u
“
lqu

“
ōi vr.kāya λύκωι* lupō(i) wolfe

具格 *u
“
lqu

“
ō vr.kēna — — wolfu

位格 *u
“
lqu

“
oi vr.kē — — —

* λύκοιο > λύκου

** λύκωι > λύκῳ
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2.5 形容詞の比較変化　

1. 比較変化語尾が 2種類あり，意味上の区別は明確ではない

2. tara/tama

� 比較級: -tara (>2.2.1. a-/ā-語幹変化)

� 最上級: -tama (>2.2.1. a-/ā-語幹変化)

priya-「いとしい」: priyatara-/ priyatama-

śuci-「清い」: śucitara-/ śucitama-

guru-「重い」: gurutara-/ gurutama-

dhanin-「富んだ」: dhanitara/dhanitama-

� 2語幹変化形容詞では弱語幹に，3語幹変化形容詞では中語幹に付く

dh̄ımat-「賢い」（2語幹）: dh̄ımattara-/dh̄ımattama-

prāc-「東方の」（2語幹）: prāktara-/prāktama-

vidvas-「知識ある」（3語幹）: vidvattara-/vidvattama-

pratyac-「西方の」（3語幹）: pratyaktara-/pratyaktama- 　

� 語幹と tara/tamaの間には外連声の規則が適応される　

� 名詞に付加されることもある

v̄ıra-「勇士」: v̄ıratara-/v̄ıratama-; suhr.d-「友人」: suhr.ttara-

/suhr.ttama-

� tamaは序数詞を作る場合にも用いる > 2.5

3. ı̄yas/is.t.a

� 比較級:(>2.1.2.2.4. yas-語幹変化)

� 最上級: -is.t.a (>2.2.1. a-/ā-語幹変化)

� 多くは -u, -ra で終わる形容詞の，語根要素に付ける　

an.u-「細い」: an. ı̄yas-/an. is.t.ha-; pat.u-「鋭い」: pat.̄ıyas-/pat.is.t.a-

� 幹母音は gun. a化することが多い uru-「広い」: var̄ıyas-/varis.t.a- 　

� 原級の持っていた接尾辞は，比較語尾を付ける際に失われる

ks.ipra-「速い」: ks.epıyas-/ ks.epis.t.a- 　

� 語根が長母音で終わる場合に，比較級は-yasとなる

bhūri-「多い」: bhūyas-/ bhūyis.t.a- 　

� 原級を持たない場合がある

kan̄ıyas-「より若い」; ned̄ıyas-「より近い」; vars.̄ıyas-「より老いた」
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� ı̄yas/is.t.aの後に更に tara/tamaを付して強調形を作ることがある

guru-「重い」: gar̄ıyas-/garis.t.a- > gar̄ıyastara/garis.t.atama

4. 一般の形容詞と同様，中性単数対格形は副詞として用いられる

5. tarān/tamāmを付して副詞を作る

6. 比較の対象は奪格で表す

matir eva balād gar̄ıyas̄ı「思慮こそ腕力より重要である」

7. 最上級の範囲は属格または位格で表す

manus.yes.u ks.atriyah. śūratamah.「人間の中でクシャトリア（武人）が最

も勇敢である」
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2.6 代名詞

2.6.1 注意点

� 母音幹変化に子音幹変化が一部混入した特別の変化タイプをとる．

� 呼格はない

� 中単主・対で -t,　男女単位で-min, 男複主で -e 等，特殊な変化形を示す．

� 古代から特別な「語幹」を指定されている．　
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2.6.2 人称代名詞　（1人称・2人称）　

1人称 mad-/asmad- 2人称　 tvad-/yus.mad-

単数 主格 aham tvam

　 対格 mām (mā) tvām (tvā)

具格 mayā tvayā

与格 mahyam (me) tubhyam (te)

奪格 mat tvat

属格 mama (me) tava (te)

位格 mayi tvayi

双数 主格 āvām yuvām

対格 āvām (nau) yuvām (vām)

具格 āvābhyām yuvābhyām

与格 āvābhyām (nau) yuvābhyām (vam)

奪格 āvābhyām yuvābhyām

属格 āvayoh. (nau) yuvayoh. (vām)

　 位格 āvayoh. yuvayoh.

複数 主格 vayam yūyam

対格 asmān (nas) yus.mān (vas)

具格 asmābhih. yus.mābhih.

与格 asmabhyam (nas) yus.mabhyam (vas)

奪格 asmat yus.mat

属格 asmākam yus.mākam (vas)

位格 asmāsu yus.māsu

その他に：

1. bhavān (bhavat-/女 bhavat̄ı-) （変化 > 2.1.2.2.2 -at語幹変化 ）: 2人称

敬称．動詞は 3人称を用いる．

2. ātman- （変化 > 2.1.2.3.2 -an語幹変化）: 主に男性単数形で，再帰代名詞

として用いる．
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2.6.3 指示代名詞

■2.6.3.1 tad-/etad-/enad- 「彼，彼女，それ」　

tad- etad- (< e + tad-) enad-

男 中 女 男 中 女 男 中 女

主格 sa(h. ) tat sā es.a(h. ) etat es.ā - - -

　 対格 tam tām etam etām enam enat enām

単 具格 tena tayā 以下同様に enena enayā

与格 tasmai tasyai - - -

数 奪格 tasmāt tasyāh. - - -

属格 tasya tasyāh. - - -

位格 tasmin tasyām - - -

主格 tau te - - -

対格 enau ene

双 具格 tābhyām - - -

与格 - - -

数 奪格 - - -

属格 tayoh. enayoh.

位格

主格 te tāni tāh. - - -

対格 tān tāni tāh. enān enāni enāh.

複 具格 taih. taih. tābhih. - - -

与格 tebhyah. tābhyah. - - -

数 奪格 - - -

属格 tes.ām tāsām - - -

位格 tes.u tās.u - - -
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■2.6.3.2 idam-「これ」/ adas-「あれ」

idam-「これ」 adas- 「あれ」

男 中 女 男 中 女

単数 主格 ayam idam iyam asau adas asau

　 対格 imam idam imām amum adas amūm

具格 anena anena anayā amunā amunā amuyā

与格 asmai asmai asyai amus.mai amus.mai amus.yai

奪格 asmāt asmāt asyāh. amus.māt amus.māt amus.yah.

属格 asya asya asyāh. amus.ya amus.ya amus.yah.

位格 asmin asmin asyām amus.min amus.min amus.yām

双数 主格 imau ime ime amū amū amū

対格 imau ime ime amū amū amū

具格 ābhyām ābhyām ābhyām　 amūbhyām amūbhyām amūbhyām

与格 ābhyām ābhyām ābhyām amūbhyām amūbhyām amūbhyām

奪格 ābhyām ābhyām ābhyām amūbhyām amūbhyām amūbhyām

属格 anayoh. anayoh. anayoh. amyoh. amyoh. amyoh.

　 位格 anayoh. anayoh. anayoh. amyoh. amyoh. amyoh.

複数 主格 ime imāni imāh. amı̄ amūni amūh.

対格 imān imāni imāh.　 amūn amūni amūh.

具格 ebhih. ebhih. ābhih. amı̄bhih. amı̄bhih. amūbhih.

与格 ebhyah. ebhyah. ābhyah. amı̄bhyah. amı̄bhyah. amūbhyah.

奪格 ebhyah. ebhyah. ābhyah. amı̄bhyah. amı̄bhyah. amūbhyah.

属格 es.ām es.ām āsām amı̄s.ām amı̄s.ām amūs.ām

位格 āsu āsu āsu amı̄s.u amı̄s.u amūs.u
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2.6.4 関係代名詞・疑問代名詞・不定代名詞

関係代名詞 yad- 疑問代名詞 kim-(ka-)

男 中 女 男 中 女

単数 主格 yah. yat　 yā kah. kim　 kā

　 対格 yam yat yām kam kim kām

具格 yena yena yayā kena kena kayā

与格 yasmai yasmai yasyai kasmai kasmai kasyai

奪格 yasmāt yasmāt yasyāh. kasmāt kasmāt kasyāh.

属格 yasya yasya　 yasyāh. kasya kasya　 kasyāh.

位格 yasmin yasmin yasyām kasmin kasmin kasyām

双数 主格 yau ye ye kau ke ke

対格 yau ye ye kau ke ke

具格 yābhyām yābhyām yābhyām　 kābhyām kābhyām kābhyām

与格 yābhyām yābhyām yābhyām kābhyām kābhyām kābhyām

奪格 yābhyām yābhyām yābhyām kābhyām kābhyām kābhyām

属格 yayoh. yayoh. yayoh. kayoh. kayoh. kayoh.

　 位格 yayoh. yayoh. yayoh. kayoh. kayoh. kayoh.

複数 主格 ye yāni yāh. ke kāni kāh.

対格 yān yāni yāh.　 kān kāni kāh.

具格 yaih. yaih. yābhih. kaih. kaih. kābhih.

与格 yebhyah. yebhyah. yābhyah. kebhyah. kebhyah. kābhyah.

奪格 yebhyah. yebhyah. yābhyah. kebhyah. kebhyah. kābhyah.

属格 yes.ām yes.ām yāsām kes.ām kes.ām kāsām

位格 yes.u yes.u yāsu kes.u kes.u kāsu
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1. 関係代名詞: yad-: tad- (>2.4.2.1.) と同様に変化する（代名詞変化）

2. 疑問代名詞: kim-(ka-): tad- (>2.4.2.1.) と同様に変化する（代名詞変化）

3. 不定代名詞: 疑問代名詞 kim-(ka-)に，接尾辞 cit/cana/apiを付ける: kaścit,

kaścana, ko ’pi

4. その他の不定代名詞:

（a）完全に代名詞変化をするもの: anya- 「他の」, aynatara-「二つのうち

のどちらか」, itara- 「他の」, ekatama-「多数の中の一つ」

（b）中性・単数・主格・対格で a-語幹の-am語尾をとるもの: sarva-「全て

の」, vísva-「全ての」, eka-「一つの」（＞数詞）, ekatara「二つのうち

の一つ」, ubhaya- (f. ı̄)「両方の」（双数変化なし）

（c）中性・単数・主格・対格で a-語幹の-am 語尾をとり，男性・中性・奪

格・位格と男性・複数・主格で代名詞変化と a-語幹変化との両方が可能

なもの: pūrva-「前の，東の」, avara-「後の，西の」, uttara-「上の，

北の」, daks.in. a- 「右の，南の」, adhara- 「下の」, antara- 「内の」,

para- 「次の，他の」, apara- 「他の，後の」, sva- 「自分の」

（d）男性・複数・主格においてのみ，代名詞変化と a-語幹変化の両方が可能

なもの: prathama- 「第１の」, carama- 「最後の」, divitaya- 「2重

の，2倍の」, dvaya-「2重の，2倍の」, alpa-「少しの」, ardha-「半

分の」, katipaya- 「若干の」（女性形はā-/̄ı-両方可）

（e）男性・女性・中性・単数・与格・奪格・位格において，代名詞変化と a-

語幹変化が可能なもの: dvit̄ıya- 「第 2の」, tr.t̄ıya- 「第 3の」

（f）男性・複数・主格において代名詞変化と a-語幹変化が可能なもの: nema-

「半分の」
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4.a. anya-「他の」 4.b.sarva-「全ての」

男 中 女 男 中 女

主格 anyah. anyat　 anyā sarvah. sarvam sarvā

単 対格 anyam anyām sarvam sarvām

具格 anyena anyayā sarven. a sarvayā

与格 anyasmai anyasyai sarvasmai sarvasyai

数 奪格 anyasmāt anyasyāh. sarvasmāt sarvasyāh.

属格 anyasya anyasyāh. sarvasya sarvasyāh.

位格 anyasmin anyasyām sarvasmin sarvasyām

主格 anyau anye sarvau sarve

双 対格

具格 anyābhyām sarvābhyām

与格

奪格

数 属格 anyayoh. sarvayoh.

位格

主格 anye anyāni anyāh. sarve sarvāni sarvāh.

複 対格 anyān sarvān

具格 anyaih. anyābhih. sarvaih. sarvābhih.

与格 anyebhyah. anyābhyah. sarvebhyah. sarvābhyah.

奪格

数 属格 anyes.ām anyāsām sarves.ām sarvāsām

位格 anyes.u anyāsu sarves.u sarvāsu
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2.7 数詞　

2.7.1 基数詞

■2.7.1.1 基数詞の形態

1 eka 11 ekādaśa 21 ekavim. śati

2 dva 12 dvādaśa 22 dvāvim. śati

3 tri 13 trayodaśa 23 trayovim. śati 30 trim. śat

4 catur 14 caturdaśa 24 caturvim. śati 40 catvārim. śat

5 pañca 15 pañcadaśa 25 pañcavim. śati 50 pañcāśat

6 s.as. 16 s.od. aśa 26 s.ad. vim. śati 60 s.as.t.i

7 sapta 17 saptadaśa 27 saptavim. śati 70 saptati

8 as.t.a 18 as.t.ādaśa 28 as.t.āvim. śati 80 aś̄ıti

9 nava 19 navadaśa/ekonavim. śati 29 navavim. śati/ūnatrim. śat 90 navati

10 daśa 20 vim. śati

+2 dvā/dvi +3 trayas/tri +8 as.t.ā/as.t.a

10 12 dvādaśa 13 trayodaśa 18 as.t.ādaśa

20 22 dvāvim. śati 23 trayovim. śati 28 as.t.āvim. śati

30 32 dvātrim. śat 33 trayastrim. śat 38 as.t.ātrim. śat

40 42 dvā-/dvicatvāriṁśat 43 trayaś-/tricatvāriṁśat 48 as.t.ā-/as.t.acatvāriṁśat

50 52 dvā-/dvipañcāśat 53 trayah. -/tripañcāśat 58 as.t.ā-/as.t.apañcāśat

60 62 dvā-/dvis.as.t.i 63 trayah. -/tris.as.t.i 68 as.t.ā-/as.t.as.as.t.i

70 72 dvā-/dvisaptati 73 trayah. -/trisaptati 78 as.t.ā−/as.t.asaptati

80 82 dvyaś̄ıti 83 tryaś̄ıti 88 as.t.āś̄ıiti

90 92 dvā-/dvinavati 93 trayo-/trinavati 98 as.t.ā-/as.t.anavati
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100 śatam 101 ekaśatam/ekādhikam. śatam

200 dve śatam/dvísatam 102 dvísatam/dvyadhikam. śatam

300 tr̄ın. i śatāni/trísatam 103 trísatam/tryadhikam. śatam

1000 daśa śatāni/sahasram

10000 ayuta

100000 laks.a

■2.7.1.2 　基数詞の変化

1. 1,2,3,4は形容詞として，性と格に従って変化する

2. 5,6,7,8,9,10 は形容詞であるが，性を区別せず，格に従って変化する

3. 11-19 も形容詞であるが，性を区別せず，格に従って変化する（構造上 10の

変化形と同じ）

4. 20, 30, 40, 50, 60, 70, 80, 90 は単数の女性名詞である（構造上 20-99が全

て女性名詞）　

（a）20, 60, 70, 80, 90 は，i-語幹女性名詞として変化する　 (>2.2.2)

（b）30, 40, 50 は，t-語幹名詞として変化する (>2.1.1 の 1.)

5. 100, 1000等は，a-語幹の単数中性名詞として変化する　 (>2.2.1.)
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1: eka-

男 中 女

単数 主格 ekah. ekam　 ekā

　 対格 ekam ekam ekām

具格 ekena ekena ekayā

与格 ekasmai ekasmai ekasyai

奪格 ekasmāt ekasmāt ekasyāh.

属格 ekasya ekasya　 ekasyāh.

位格 ekasmin ekasmin ekasyām

複数 主格 eke ekāni ekāh.

対格 ekān ekāni ekāh.

具格 ekaih. ekaih. ekābhih.

与格 ekebhyah. ekebhyah. ekābhyah.

奪格 ekebhyah. ekebhyah. ekābhyah.

属格 ekes.ām ekes.ām ekāsām

位格 ekes.u ekes.u ekāsu

2: dvi- 3: tri- 4: catur-

男 中 女 男 中 女 男 中 女

主格 dvau dve trayah. tr̄ıni tisrah. catvārah. catvāri catasrah.

対格 tr̄ın caturah.

具格 dvābhyām tribhih. tisr.bhih. caturbhih. catasr.bhih.

与格 tribhyah. tisr.bhyah. caturbhyah. catasr.bhyah.

奪格

属格 dvayoh. trayān. ām tisr.n. ām caturn. ām catasr.n. ām

位格 tris.u tisr.s.u caturs.u catasr.s.u
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5: 6: 7: 8: 9: 10:

pañca(n)- s.as.- saptan(n)- as.t.a(n)- nava(n)- daśa(n)-

主 pañca s.at. sapta as.t.a/as.t.au nava daśa

対

具 pañcabhih. s.ad.bhih. saptabhih. as.t.abhih./ navabhih. daśabhih.

as.t.ābhih.

与 pañcabhyah. s.ad.bhyah. saptabhyah. as.t.abhyah./ navabhyah. daśabhyah.

奪 as.t.d̄abhyah.

属 pañcānām s.an.n. ām saptānām as.t.ānām navānām daśānām

位 pañcasu s.at.su saptasu as.t.asu/as.t.āsu navasu daśasu

20: 30: 40: 50: 60:

vim. śati- trim. śat catvārim. śat- pañcāśat- s.as.t.i-

主 vim. śatih. trim. śat　 catvārim. śat pañcāśat s.as.t.ih.

対 vim. śatim trim. śatam catvārim. śatam pañcāśatam s.as.t.im

具 vim. śatyā trim. śatā catvārim. śatā pañcāśatā s.as.t.yā

与 vim. śataye/ trim. śate catvārim. śate pañcāśate s.as.t.aye/

vim. śatyai s.as.t.yai

奪 vim. śateh./ trim. śatah. catvārim. śatah. pañcāśatah. s.as.t.eh./

属 vim. śatyāh. 　 s.as.t.yāh.

位 vim. śatau/ trim. śati catvārim. śati pañcāśati s.as.t.au/

vim. śatyām s.as.t.yām
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70: 80: 90: 100: 1000:

saptati- aś̄ıti- navati- śata- sahasra-

主 saptatih. aś̄ıtih.　 navatih. śatam sahasram

対 saptatim aś̄ıtim navatim

具 saptatyā aś̄ıtyā navatyā śatena sahasrena

与 saptataye/ aś̄ıtaye/ navataye/ śatāya sahasrāya

saptatyai aś̄ıtāya navatyai

奪 saptateh./ aś̄ıteh./ navateh./ śatāt sahasrāt

属 saptatyāh. aś̄ıtyāh. navatyāh. śatasya sahasrasya

位 saptatau/ aś̄ıtau/ navatiau/ śate sahasre

saptatyām aś̄ıtyām navatyām
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2.7.2 序数詞

1 prathama-, f.-ā 11. ekādaśa- 60. s.as.t.itama-, f. -̄ı

2 dvit̄ıya-, f. -ā 12. dvādaśa- 61. ekas.as.t.(itam)a-

3 tr.t̄ıya-, f.-ā 13. trayodaśa- 70. saptatitama-, f. -̄ı

4 caturtha-, f.-̄ı/ 19. navadaśa-/ 71. ekasaptat(itam)a

catur̄ı(i)ya-, f.-ā ekonavim. śa(titam)a-

5 pañcama-, f. -̄ı 20. vim. śa-/vim. śatitama-, f. -̄ı 80. aś̄ıtitama-, f. -̄ı

6 s.as.tha-, f. -̄ı 21. ekavim. śa(titama)- 81 ekāś̄ıt(itam)a-

7 saptama-, f. -̄ı 30. trim. śa-/trim. śattama-, f. -̄ı 90. navatitama-, f. -̄ı

8 as.t.ama-, f. -̄ı 40. catvārim. śa-/ 91. ekanavat(itam)a-

catvārim. śattma-, f. -̄ı

9 navama-, f. -̄ı 50. pañcāśa-/ 100. śatatama-, f. -̄ı

pañcāśattama-, f. -̄ı

10 daśama-, f. -̄ı 1000. sahasratama-, f. -̄ı
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1.: prathama-, f. -ā 5.: pañcama-, f. -̄ı

男 中 女 男 中 女

主 prathamah. pratha- prathamā pañcamah. pañca- pañcamı̄

　 対 prathamam mam prathamām pañcamam mam pañcamı̄m

単 具 prathamena prathamayā pañcamena pañcamyā

与 prathamāya prathamāyai pañcamāya pañcamyai

数 奪 prathamāt prathamāyāh. pañcamāt pañcamyah.

属 prathamasya pañcamasya

位 prathame prathamāyām pañcame pañcamyām

主 prathamau pratha- pañcamau pañca- pañcamyau

対 me

双 具 prathamābhyām pañcamābhyām pañcamı̄-

与 bhyām

数 奪

属 prathamāyoh. pañcamayoh. pañcamyoh.

位

主 prathamāh. pratha- prathamāh. pañcamāh. pañca- pañcamyah.

対 prathamān māni pañcamān māni pañcamı̄h.

複 具 prathamaih. prathamābhih. pañcamāih. pañcamı̄bhih.

与 prathamebhyah. prathamā- pañcamebhyah. pañcamı̄-

数 奪 bhyah. bhyah.

属 prathamānām pañcamānām pañcamı̄nām

位 prathames.u prathamāsu pañcames.u pañcamı̄s.u
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2.8 複合名詞

サンスクリット語では複合名詞（形容詞）が多用され，長大な複合語が用いられ

ることもまれではない．

pravara|narapati|mukut.a|man. i|mar̄ıci|nicaya|rañjita|caran. a|yugalah.
（目前にひざまずく他の）高貴な王達の王冠の宝石の輝きに染まった二本の

足（を持つ）

複合語は古来以下の 6つに一応分類して説明されるが，とても足りるものではな

く，文脈と慣例と背景からその都度解釈するしかない．

文法的には 2.7.5. bahuvr̄ıhi「所有複合語」が特に重要である．

2.8.1 dvandva 並列複合語　

1. 2個以上の成分が等位に置かれている．分解すれば，並列接続詞 (and)で結

ぶことが出来る．

2. それぞれの成分は双数・複数の形を取る．

hastyaśvau「一頭の象と一頭の馬」

hastyaśvāh.「数頭の象と数頭の馬」

sutabhārye「息子と妻」

3. 並列複合語全体は最後の成分の性を取る．

4. 単数中性の 2つの抽象名詞から成ることこともある．

5. 形容詞の並列複合語も存在する．vr.ttap̄ına-「丸くて太った」

2.8.2 tatpurs.a 限定複合語　

1. 前成分によって，後成分が限定される．

2. 様々な格関係が代表される．

pr.thiv̄ı-pāla-「大地の守護者」（属格　単数）

aśva-kovida-「馬術に巧みな」（属格　複数）

svarga-gati-「天国に上ること」（対格）

deva-gupta-「神によって守られた」（具格）
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svarga-patita-「天国から落ちた」（奪格）

3. 短い母音で終わる語根は末尾に t が付け加えられる．sarava-ji-t-「全てを征

服する」

4. -āで終わる語根は，しばしば短くなる．veda-jña- (< jñā-)「ヴェーダを知っ

ている」

5. 鼻音幹名詞は，しばしば a-語幹に移行する．grāma-ja- (< jan-)「村で生ま

れた」

2.8.3 karmadhāraya 同格限定複合語　

1. 前成分が後成分の同格・一部・属性として後成分を限定する．

2. 次の 4種がある：　

（a）形容詞（副詞）+名詞: n̄ılotpala-「青い (n̄ıla-)蓮華 (utpala-)」

（b）名詞 +形容詞: megha-́syāma-「雲のように黒い」

（c）名詞 +名詞: rājars.i-「王 (rāja-)である聖仙 (r.s.i-)」

（d）形容詞+形容詞: dr.s.t.a-nas.t.a-「見るやいなや消え去った」; p̄ıta-rakta-

「黄色を帯びて赤い」

2.8.4 dvigu 数限定複合語

karmadhāraya(同格限定複合語)のうち，前成分が数詞であるもの．

tri-loka-「三界」

2.8.5 bahuvr̄ıhi 所有複合語　

1.「～を持つ」という意味の形容詞になる．

2. 後成分は必ず名詞になる．

3. 前成分は：

（a）形容詞（分詞，数詞）: bahu-vr̄ıhi-「多くの米を持つ（人）」; gatāyus-

「寿命が尽きた（人）」

（b）名詞: tapo-dhana-「苦行を財産とする（人）」

（c）不変化詞: dur-bala-「弱い力の（人）」; a-bala-「非力な（人）」; sa-bhārya-
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「妻を伴った（人）」

4. ka が付くことがある．sāgnika- (< sa-agni-ka-)「アグニを伴った（人）」

5. 肉体の一部が後成分になることがある．dam. d. a-pān. i-「手に杖を持つ（人）」

6. 前成分に動詞語幹，後成分に manas-/kāma-で，「～しようと思っている，望

んでいる」という形容詞を作る．vaktumanas-「言おうと思っている（人）」;

tyaktukāma-「捨てることを望んでいる（人）」

2.8.6 avyaȳıbhāva 副詞的複合語　

1. 不変化で，副詞として用いられる．

2. 前成分は不変化詞，後成分は名詞で中性・単数・対格の語尾 (-am)を取る．

sa-kopam「怒って」

praty-aham「毎日」

yatheccham「欲するがままに」
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3 動詞変化　

3.1 総論

3.1.1 動詞定形の構造

例: abharam < bhr.- 「私は運びつつあった」

― a- bhar- a- m
過去形の グナ化した テーマ母音 第 2次能動・

加音 語根 1人称単数

︸ ︷︷ ︸ ︸ ︷︷ ︸
語 幹 語 尾

接頭辞 語根 接尾辞

前綴り 活用

接頭辞

なし なし 母音交替の なし 第 1次（現在）能動

前置詞 加音 有無 テーマ母音 中動

等 重音 時制語幹形成音 第 2次（過去）能動

2次活用形成音頭 中動

完了 能動

中動

連声法→ 連声法→ 連声法→ 連声法→
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3.1.2 活用カテゴリー

� 人称: 1人称 uttamapuruśa，2人称madhyapuruśa，3人称 prathamapuruśa

� 数: 単数 ekavacana，双数 dvivacana，複数 bahuvacana

� 態: 能動態 Parasmaipada，中動態（受動態）Ātmanepada

� 時 称 kāla: 現 在 vartamānah.，過 去 anadynatanabhūtah.，完 了

paroks.abhūtah.，ア オ リ ス ト bhūtah.，未 来 bhavis.yat，（ 複 合 未 来

anadyatanabhavis.yat）

� 法 artha: 命令ājñā，願望 vidhih.，（祈願āś̄ıh.，条件 saṅketah.）

� 第 2次活用: 受動活用 kartr.vācyanam，使役活用 nijantam，意欲活用 san-

nanta，強意活用 yaṅanta/yaṅluganta

3.1.3 動詞変化について　—　特に「中動態」について　　

　

1. 印欧語の動詞は法・時称・態・人称・数の 5 つのカテゴリーに従って変化

する．

2. サンスクリットの場合「組織」で法と時称がまとめられている．

3. 態は能動態 active,Parasmaipadaと中動態 medium,Ātmanepadaが対立し

ていることに注意せよ．

4. 中動態とは本来「再帰動詞 reflexive」を表す．「反射態」と呼ばれることも

ある．サンスクリット語の用語は「他人への語尾」と「自分への語尾」とい

う意味である．

5. 受動態 passiveは本来中動態の一部であり，後から独立した．中動態は文脈

によって，能動的意味にも受動的意味にも使用される．また動詞によっては

中動態に使用が限定されるものもある．

6. 人称は 3つ，数も 3つあるので，最終的に 9個の変化形が並んだ表が出来る．

7. 9個の変化形の表が入った「法・時称・態」のケースが大量に規則的に並ぶ

のが動詞変化の全体である．



3.1 総論 87

3.1.4 結合母音 i

現在組織以外の時称・法（一般時制と呼ぶことも）において，語幹と y以外の子

音で始まる語尾の間に i を差し挟むことがある．

1. anit.語幹: 結合母音 i を挟まないタイプ．

2. vet.語幹: 結合母音 i を挟んでも挟まなくても任意なタイプ．

3. set.語幹: 結合母音 i を挟むタイプ．

3.1.5 加音 (augment)

1. 過去を表す接頭辞 a-. 過去とアオリストの語幹形成に用いる．

tud-「打つ」: a-tudat（過去）, a-tauts̄ıt（アオリスト）

2. 語根が母音で始まる時には，その母音は加音 a- と融合して Vr.ddhi 化する．
at.-「歩き回る」>ātat （過去）

ās-「座る」 >āsta （過去）

ı̄ks.-「見る」 >aiks.ata （過去）

uks.-「潤す」 >auks.at （過去）

r.s.-「行く」 >ārs.at （過去）

edh-「栄える」>aidhata （過去）
3. 語根が前綴り（派生接頭辞）を伴う複合動詞である時は，加音 a- は基本（単

純）動詞に付き，前綴りと基本動詞の間に挟まれる形になる．
ud-pat-「飛び上がる」 >ud-a-patat （過去）

sam-ud-pat- 「共に飛び上がる」>sam-ud-a-patat （過去）
4. 動詞前綴りと加音との sandhi に注意せよ．

pra-vr.t-「起こる」 > (pra-avartata) > prāvartata

5. 叙事詩で加音が省略されることがある．

6. 加音を省略したアオリストと否定詞 mā で禁止命令を表す．

3.1.6 重音 (reduplication)

1. 完了組織や第 3類動詞の活用において，語根の一部が重複される．これを重

音と呼ぶ．
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dā-「与える」(3類) > da-dāti （現在）

pat- 「落ちる」 > a-pa-ptat （アオリスト）

pat- 「落ちる」 > pa-pāta （完了）
2. 子音の扱いについて

（a）語根が単子音で始まる場合は，その子音を用いる．

tud-「打つ」> tu-toda （完了）

pad-「行く」> pa-pāda （完了）

（b）単子音が有気音の場合は，それに対応する無気音に変える．

dhā-「置く」（3類) > da-dhāti （現在）

（c）単子音が軟口蓋音の場合は，それに対応する硬口蓋音に変える．

kr.-「為す」> ca-kāra （完了）

gam-「行く」 > ja-gāma （完了）

khan-「掘る」 > ca-khāna （完了）

（d）h は j で重複する．

hu-「供物を捧げる」(3類) > ju-hoti （現在）

（e）語根が複数の子音で始まる時には，最初の子音を用いる．

śru-「聞く」 > śu-́srāva （完了）

bhrāj-「輝く」 > ba-bhrāja （完了）

kram-「歩く」 > ca-krāma （完了）

hr̄ı-「恥じる」 > ji-hrāya （完了）

（f）しかし歯擦音 + 無声子音の場合には後者を用いる．

stambh-「支える」 > ta-stambha （完了）

sthā-「立つ」 > ta-sthau （完了）

skand-「跳ぶ」 > ca-skanda （完了）

3. 母音の扱いについて

（a）重音音節の母音は，多くの場合 a が用いられる．

gai-「歌う」 > ja-gau（完了）so-「結ぶ」 > sa-sau（完了）kr.-「為

す」 > cakāra （完了）

（b）語根が i, u の系列の母音を含むときには，重音音節の母音もこれに準ず

ることがある．k̄ı-「買う」> ci-krāya（完了）tud-「打つ」> tu-toda

（完了）
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3.1.7 活用組織の一覧

　

例：　 n̄ı- 「導く」

　
第 1次活用 第 2次活用

受動活用 使役活用 意欲活用 強意活用

現在組織 n̄ı-ya- nāy-aya- ni-n̄ı-s.a- ne-n̄ı-ya-

現在語幹: ne-(nay-)

1. 直説法現在 nay-a-ti n̄ı-ya-te nāy-aya-ti ni-n̄ı-s.a-ti ni-n̄ı-ya-te

2. 直説法過去 a-nay-a-t a-nāy-aya-t

3. 願望法 nay-e-t nāy-aye-t

4. 命令法 nay-a-tu nāy-aya-tu

5. 現在分詞

nay-a-nt-（能動）

nay-a-māna-（中動）

未来組織

未来語幹: ne-s.y-

1. 直説法未来 ne-s.y-a-ti nāy-ayi-s.y-a-ti

2. 条件法 a-ne-s.y-a-t a-nāy-ayi-s.y-a-t

3. 未来分詞 ne-

s.y-a-nt-（能動）

ne-s.y-a-māna-（中動）

アオリスト組織

アオリスト語幹: a-nai-s.-

1. 直説法完了 a-nai-s.-̄ı-t a-n̄ı-n-aya-t

2. 祈願法（まれ）n̄ı-yā-t
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第 1次活用 第 2次活用

受動活用 使役活用 意欲活用 強意活用

完了組織

完了語幹: ni-nāy

1. 直説法完了 ni-nāy-a

2. 完了分詞

ni-n̄ı-vas-（能動）

ni-ny-āna-（中動）

複合時制（特殊語幹＋機能動詞）

1. 複合未来　 netā

2. 複合完了 nāy-ay-ām āsa

nay-ām āsa/cakre等

準動詞（語根）

1. 受動過去分詞 n̄ı-ta-

2. 能動過去分詞 n̄ı-ta-vant-

3. 絶対詞 n̄ı-tvā

4. 不定詞 ne-tum

5. 動形容詞 ne-ya

ne-tavya

nay-an̄ıya

※第 3次活用：

受動活用のそのまた使役活用・意欲活用・強意活用 nāyyate「(彼は)導かされる」

使役活用のそのまた受動活用・意欲活用・強意活用 nināyayis.ati「(彼は)導かせ

たがる」 等

※現在組織以外の活用組織を「一般時制」と呼ぶ．
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3.2 現在組織

3.2.1 現在組織における人称語尾一覧

※第 1種活用 (thematic conjugation)・第 2種活用 (athematic conjugation)の

違いについては >3.2.2.

単数 双数 複数

1 2 3 1 2 3 1 2 3

第 1次語尾（現在）

能 第 1種 mi si ti vas thas tas mas tha nti

動 第 2種 anti/

ati(3類)

中 第 1種 e se te vahe ethe ete mahe dhve nte

動 第 2種 āthe āte ate

第 2次語尾（過去）

能 第 1種 m s t va tam tām ma ta n

動 第 2種 am an/

ur(3類)

中 第 1種 i thās ta vahi ethām etām mahi dhvam nta

動 第 2種 āthām ātām ata

命令法

能 第 1種 āni — tu āva tam tām āma ta ntu

動 第 2種 dhi/hi antu

中 第 1種 ai sva tām āvahai ethām etām āmahai dhvam ntām

動 第 2種 āthām ātām atām
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単数 双数 複数

1 2 3 1 2 3 1 2 3

願望法

能 第 1種 eyam es et eva etam etām ema eta eyur

動 第 2種 yām yās yāt yāva yātam yātām yāma yāta yur

中 第 1種 eya ethās eta evahi eyāthām eyātām emahi edhvam eran

動 第 2種 ı̄ya ı̄thās ı̄ta ı̄vahi ı̄yāthām ı̄yātām ı̄mahi ı̄dhivam ı̄ran

3.2.2 補足

印欧諸語とサンスクリット語の現在動詞変化の比較：

「運ぶ」という動詞の、直説法・現在・能動態の活用例：

印欧祖語 サンスクリット語 古代ギリシャ語 ラテン語 ゴート語

単 1 *bherō bharāmi* ϕέρω fero báıra

2 *bheresi bharasi ϕέρεις fers báıris

数 3 *bhereti bharati ϕέρει fert báıriþ

双 1 *bherou
“
s bharāvas — — báırōs

2 *bheretes bharathas ϕέρετον — báırats

数 3 *bheretes bharatas ϕέρετον — —

複 1 *bheromes bharāmas ϕέρομες ferimus báıram

2 *bherete bharatha ϕέρετε fertis báıriþ

数 3 *bheronti bharanti ϕέροντι** ferunt báırand

* 1人称単数-miはギリシャ語の μι動詞に現れている．

** ϕέροντι>ϕέρουσι．
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3.2.3 現在組織における活用タイプ一覧

活用タイプ 代表例 語幹形成 語幹形成例

第 1種（母音幹活用 thematic conjugation）

第 1類 Bhū「なる」 グナ化語根＋ a bhū > bhava,

bhvādigan. a budh > bodha「悟る」

第 4類 Div「遊ぶ」 弱階梯語根＋ ya div > divya,

divādigan. a nah > nahya「結ぶ」

第 6類 Tud「打つ」 弱階梯語根＋ a tud > tuda

tudādigan. a

第 10類 Cur「盗む」 グナ化語根＋ aya cur > coraya,

curādigan. a kam > kāmaya「欲する」

第 2種（子音幹活用 athematic conjugation）

第 2類 Ad「食べる」 語根 ad > admi,

adādigan. a lih > lehmi「舐める」

第 3類 Hu「聖別する」重音＋語根 hu > juhomi

juhotyādigan. a

第 5類 Su「塞ぐ」 語根＋ no/nu su > sunomi

svādigan. a

第 7類 Rudh「遮る」 語根末子音 rudh > run. adhmi

rudhādigan. a の前に na/n

第 8類 Tan「伸ばす」 語根＋ o/u tan > tanomi, 　

tanādigan. a kr. > karomi「行う」

第 9類 Kr̄ı「買う」 語根＋ nā/n̄ı kr̄ı > kr̄ın. āmi

kriyādigan. a

2つの活用タイプにまたがるものがある:

� bhr.-「運ぶ」　第 1類 bharati, 第 3類 bibharti

� dhū-「振る」　第 5類 dhunoti, 第 9類 dhunāti 等



94 3 動詞変化　

3.2.4 現在組織　第 1種活用

第 1類 グナ化語幹 +a: bhu- > bhava-「成る」

特殊例:

1. j̄ıv タイプ: 長母音 + 子音 (j̄ıv- 「生きる」) や，母音 + 複数子音

(nind- 「非難する」)の場合は，グナ化しない．

2. guhタイプ: 長母音化する．guh- > gūha- 「隠す」

3. chaタイプ: chaを付ける．gam- > gaccha- 「行く」

4. pāタイプ: 重音を付ける．pā- > piba- 「飲む」

5. dam. śタイプ: 鼻音を失う．dam. ś- > daśa- 「咬む」

6. dhmāタイプ: aが加わる．dhmā- > dhama- 「吹く」

7. ハイブリッド・タイプ: dr.ś- > paśya- 「見る」

第 4類 弱語幹 +ya: tus.- > tus.ya-「満足する」

特殊例:

1. tamタイプ: 長母音化する．tam- > tāmya- 「弱る」

2. bhram. śタイプ: 鼻音を失う． bhram. ś- > bhraśya-

第 6類 弱語幹 +a: tud- > tuda-「打つ」

特殊例:

1. mr.タイプ: 語根末のr. は riとなる．mr̄- > mriya- 「死ぬ」

2. kr.t タイプ: 語根末子音の前に鼻音を挿入する． kr.t- > kr.nta-

「切る」

3. chaタイプ: chaを付ける． ís- > iccha- 「欲する」

4. サンプラサーラナ・タイプ: prach- > pr.ccha- 「問う」
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第 10類 グナ化語幹 +aya: cur- > coraya-「盗む」

特殊例:

1. cint タイプ: 長母音或いは複子音の前の母音は変化なし．cint- >

cintaya- 「考える」

2. patタイプ: 長母音化する: pat- > pātaya- 「落ちる」

3. hiタイプ: ヴリッディ化する: hi- > hāya- 「押しやる」

4. p使役タイプ: -payaを付加する: dā- > dāpaya- 「与える」

5. yタイプ: -yayaを付加する: pā- > pāyaya- 「飲む」



96 3 動詞変化　

第 1類　 bhu-「成る」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 bhavāmi bhavāvah. bhavāmah.

　 2人称 bhavasi bhavathah. bhavatha

3人称 bhavati bhavatah. bhavanti

中動 1人称 bhave bhavāvahe bhavāmahe

2人称 bhavase bhavethe bhavadhve

　 　 3人称 bhavate bhavete bhavante

第 1類　 bhu-「成る」 単数 双数 複数

過去 能動 1人称 abhavam abhavāva abhavāma

2人称 abhavah. abhavatam abhavata

3人称 abhavat abhavatām abhavan

中動 1人称 abhave abhavāvahi abhavāmahi

2人称 abhavathāh. abhavethām abhavadhvam

. 3人称 abhavata abhavetām abhavanta

第 1類　 bhu-「成る」 単数 双数 複数

希求法 能動 1人称 bhaveyam bhaveva bhavema

2人称 bhareh. bhavetam bhaveta

3人称 bharet bhavetām bhaveyuh.

中動 1人称 bhaveya bhavevahi bhavemahi

2人称 bhavethāh. bhaveyāthām bhavedhvam

. 3人称 bhaveta bhaveyātām bhaveran

第 1類　 bhu-「成る」 単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 bhavān. i bhavāva bhavāma

2人称 bhava bhavatam bhavata

3人称 bhavatu bhavatām bhavantu

中動 1人称 bhavai bhavāvahai bhavāmahai

2人称 bhavasva bhavethām bhavadhvam

. 3人称 bhavatām bhavetām bhavantām
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3.2.5 現在組織　第 2種活用

■3.2.5.1 第 2種活用における強語幹・弱語幹の分布 　

現在 過去 命令法 願望法

能動 中動 能動 中動 能動 中動 能動 中動

単 1 強 強 強 強

2 強 強

数 3 強 強 強

双 1 強 強

2

数 3

複 1 強 強

2

数 3

■3.2.5.2 第 2種活用における語尾変化の特例

1. 幾つかの語尾が第 1種活用とは違う

2. 命令法・能動・単数・2人称の語尾は-dhi, 母音の後で-hi

3. 過去・能動・単数・2人称の -s と, 3人称の -t は脱落し，語幹末子音が絶対

語末の制限を受け，結果として二つは同じ形になる．
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■3.2.5.3 第 2類動詞

3.2.5.3.1 第 2類動詞活用表

第 2類 dvis.「憎む」強語幹: dves., 弱語幹: dvis.

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 dves.mi dvis.vah. dvis.mah.

2人称 強 dveks.i dvis.t.hah. dvs.t.ha

3人称 強 dves.ti dvis.t.ah. dvis.anti

中動 1人称 dvis.e dvis.vahe dvis.mahe

2人称 dviks.e dvis.āthe dvid.d.hve

. 3人称 dvis.t.e dvis.āte dvis.ate

第 2類 dvis.「憎む」強語幹: dves., 弱語幹: dvis.

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 adves.am advis.va advis.ma

2人称 強 advet. advis.t.am advis.t.a

3人称 強 advet. advis.t.ām advis.an

中動 1人称 advis.i advis.vahi advis.mahi

2人称 advis.t.hāh. advis.āthām advid.d.hvam

. 3人称 advis.t.a advis.ātām advis.ata

第 2類 dvis.「憎む」強語幹: dves., 弱語幹: dvis.

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 dvis.yām dvis.yāva dvis.yāma

2人称 dvis.yāh. dvis.yātam dvis.yāta

3人称 dvis.yāt dvis.yātām dvis.yuh.

中動 1人称 dvis.̄ıya dvis.̄ıvahi dvis.̄ımahi

2人称 dvis.̄ıthāh. dvis.̄ıyāthām dvis.̄ıdhvam

. 3人称 dvis.̄ıta dvis.̄ıyātām dvis.̄ıran
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第 2類 dvis.「憎む」強語幹: dves., 弱語幹: dvis.

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 dves.āni 強 dves.āva 強 dves.āma

2人称 dvid.d.hi dvis.t.am dvis.t.a

3人称 強 dves.t.u dvis.tām dvis.antu

中動 1人称 強 dves.ai 強 dves.āvahai 強 dves.āmahai

2人称 dviks.va dvis.āthām dvid.d.hvam

. 3人称 dvis.t.ām dvis.ātām dvis.atām

3.2.5.3.2 第 2類に属する重要動詞

as-「ある」: 強語幹:as-, 弱語幹:s-, *中動まれ

現在 過去 命令法 願望法

能動 中動 能動 中動 能動 中動 能動 中動

単 1 asmi he āsam āsi asāni asai syām s̄ıya

2 asi se ās̄ıh. āsthāh. edhi sva syāh. s̄ıthāh.

数 3 asti ste ās̄ıt āsta astu stām syāt s̄ıta

双 1 svah. svahe āsva āsvahi asāva asāvahai syāva s̄ıvahi

2 sthah. sāthe āstam āsāthām stam sāthām syātam s̄ıyāthām

数 3 stah. sāte āstām āsātām stām sātām syātām s̄ıyātām

複 1 smah. smahe āsma āsmahi asāma asāmahai syāma s̄ımahi

2 stha dhve āsta ādhvam sta dhvam syāta s̄ıdhvam

数 3 santi sate āsan āsata santu satām syuh. s̄ıran
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i-「行く」: 単数 双数 複数

強語幹: e- 能 1 強 emi ivah. imah.

弱語幹: i(y)- 現 2 強 es.i ithah. itha

中動 adhi-i-「学ぶ」 動 3 強 eti itah. yanti

現在:adh̄ıye 中 1 adh̄ıye adh̄ıvahe adh̄ımahe

<adhi+iye 在 2 adh̄ıs.e adh̄ıyāthe adh̄ıdve

<adhi+i+e 動 3 adh̄ıte adh̄ıyāte adh̄ıyate

過去:adhyaiyi 能 1 強 āyam aiva aima

<adhi+aiyi 過 2 強 aih. iatam aita

<adhi+a+iyi 動 3 強 ait aitām āyan

<adhi+a+i+i 中 1 adhyaiyi adhyaivahi adhyaimahi

命令:adhyayai 去 2 adhiyaithāh. adyaiyāthām adhyaidhvam

<adhi+ayai 動 3 adhyaita adhyaiyātām adhyaiyata

<adhi+e+ai 命 能 1 強 ayāni 強 ayāva 強 ayāma

願望:adh̄ıȳıya 2 ihi itam ita

<adhi+iȳıya 令 動 3 強 etu itām yantu

<adhi+i+ı̄ya 中 1 強 adhyayai 強 adhyayāvahai 強 adhyayāmahai

法 2 adh̄ıs.va adh̄ıyāthām adh̄ıdhvam

動 3 adh̄ıtām adh̄ıyātām adh̄ıyatām

願 能 1 iyām iyāva iyāma

2 iyāh. iyātam iyāta

望 動 3 iyāt iyātām iyuh.

中 1 adh̄ıȳıya adh̄ıȳıvahi adh̄ıȳımahi

法 2 adh̄ıȳıthāh. adh̄ıȳıyāthām adh̄ıȳıdhvam

動 3 adh̄ıȳıta adh̄ıȳıyātām adh̄ıȳıran
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特例

1. 子音で始まる語尾の前に i を差しはさむ: rud-「泣く」強語幹 rod-,弱語幹

rud-; an-「呼吸する」, śvas-「嘆息する」, svap-「眠る」

rud-「泣く」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 rodimi rudivah. rudimah.

2人称 rodis.i rudithah. ruditha

3人称 roditi ruditah. rudanti

2. 重音を伴い，第 3類と同じ変化をする（特別の語尾）:jaks.-「食べる」強語幹

と弱語幹の区別なし (rud-と同様に i を差しはさむ）, cakās-「輝く」, jāgr.-

「目覚める」, daridrā-「貧しい」

jaks.-「食べる」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 jaks.imi jaks.ivah. jaks.imah.

2人称 jaks.is.i jaks.ithah. jaks.itha

3人称 jaks.iti jaks.itah. jaks.ati

3. 中動態の語尾 se,sva,dhve,dhvam の前に i を差しはさむ: ı̄́s-「支配する」強

語幹と弱語幹の区別なし, ı̄d-「称える」

ı̄́s-「支配する」 単数 双数 複数

現在 中動 1人称 ı̄́se ı̄́svahe ı̄́smahe

2人称 ı̄́sis.e ı̄́sāthe ı̄́sidhve

3人称 ı̄s.t.e ı̄́sāte ı̄́sate
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4. 強語幹において子音語尾の前に ı̄ を差しはさむ:brū-「言う」強語幹 bro-,弱

語幹 brū-

brū-「言う」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 brav̄ımi brūvah. brūmah.

2人称 brav̄ıs.i brūthah. brūtha

3人称 brav̄ıti brūtah. bruvanti

5. 強語幹が子音語尾の前で vr.ddhi化する:yu-「結合する」強語幹 yau-,弱語幹

yu-; stu-「誉める」(子音語尾の前に i を差し込むこともある)，他-uで語根

が終わる動詞

yu-「結合する」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 yaumi yuvah. yumah.

2人称 yaus.i yuthah. yutha

3人称 yauti yutah. yuvanti

6. -hで終わる語根で，気音の移動に注意が必要: duh-「乳を搾る」強語幹 doh-,

弱語幹 duh-, lih-「舐める」強語幹 leh-,弱語幹 lih-

duh「乳を搾る」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 dohmi duhvah. duhmah.

2人称 dhoks.i dugdhah. dugdha

3人称 dogdhi dugdhah. duhanti

lih-「舐める」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 lehmi lihvah. lihmah.

2人称 leks.i l̄ıdhah. l̄ıd. ha

3人称 led. hi l̄ıdhah. lihanti
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7. その他：ad-「食べる」, ās-「座る」（中動で）, mr.j-「拭く」, vac-「言う」

強語幹と弱語幹の区別なし, 3人称複数の形なし, vid-「知る」,́sās-「命令す

る」, han-「殺す」強語幹 han-,弱語幹 ha-（m.v.yの前で han-, 母音の前で

ghn-）

han-「殺す」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 hanmi hanvah. hanmah.

2人称 ham. si hathah. hatha

3人称 hanti hatah. ghnanti

vac-「言う」 単数 双数 複数

現在 能動 1人称 vacmi vacvah. vacmah.

2人称 vaks.i vakthah. vaktha

3人称 vakti vaktah. *****
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■3.2.5.4 第 3類動詞

3.2.5.4.1 第 3類動詞活用表

重音，特別の語尾（現・能・3複-ati <-anti, 過・能・3複-uh. <-an, 命・能・3

複-atu<-antu）を取る

第 3類 hu-「供物を捧げる」強語幹: juho-, 弱語幹: juhu-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 juhomi juhuvah. juhumah.

2人称 強 juhos.i juhut.hah. juhut.ha

3人称 強 juhoti juhut.ah. juhvati

中動 1人称 juhuve juhuvahe juhumahe

2人称 juhus.e juhvāthe juhudhve

. 3人称 juhut.e juhvāte juhvate

第 3類 hu-「供物を捧げる」強語幹: juho-, 弱語幹: juhu-

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 ajuhavam ajuhuva ajuhuma

2人称 強 ajuhoh. ajuhutam ajuhuta

3人称 強 ajuhot ajuhutām ajuhavuh.

中動 1人称 ajuhvi ajuhuvahi ajuhumahi

2人称 ajuhut.hāh. ajuhvāthām ajuhudhvam

. 3人称 ajuhut.a ajuhvātām ajuhvata

第 3類 hu-「供物を捧げる」強語幹: juho-, 弱語幹: juhu-

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 juhuyām juhuyāva juhuyāma

2人称 juhuyāh. juhuyātam juhuyāta

3人称 juhuyāt juhuyātām juhuyuh.

中動 1人称 juhv̄ıya juhv̄ıvahi juhv̄ımahi

2人称 juhv̄ıthāh. juhv̄ıyāthām juhv̄ıdhvam

. 3人称 juhv̄ıta juhv̄ıyātām juhv̄ıran
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第 3類 hu-「供物を捧げる」強語幹: juho-, 弱語幹: juhu-

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 juhavāni 強 juhavāva 強 juhavāma

2人称 juhudhi juhutam juhuta

3人称 強 juhotu juhutām juhvatu

中動 1人称 強 juhavai 強 juhavāvahai 強 juhavāmahai

2人称 juhus.va juhvāthām juhudhvam

. 3人称 juhutām juhvātām juhvatām
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3.2.5.4.2 第 3類に属する重要動詞

1. dā-「与える」

第 3類 dā-「与える」強語幹: dadā-, 弱語幹: dad-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 dadāmi dadvah. dadmah.

2人称 強 dadāsi datthah. dattha

3人称 強 dadāti dattah. dadati

中動 1人称 dade dadvahe dadmahe

2人称 datse dadāthe daddhve

. 3人称 datte dadāte dadate

第 3類 dā-「与える」強語幹: dadā-, 弱語幹: dad-

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 adadām adadva adadma

2人称 強 adadāh. adattam adatta

3人称 強 adadāt adattām adaduh.

中動 1人称 adadi adadvahi adadmahi

2人称 adatthāh. adadāthām adaddhvam

. 3人称 adatta adadātām adadata

第 3類 dā-「与える」強語幹: dadā-, 弱語幹: dad-

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 dadyām dadyāva dadyāma

2人称 dadyāh. dadyātam dadyāta

3人称 dadyāt dadyātām dadyuh.

中動 1人称 dad̄ıya dad̄ıvahi dad̄ımahi

2人称 dad̄ıthāh. dad̄ıyāthām dad̄ıdhvam

. 3人称 dad̄ıta dadȳıyātām dad̄ıran
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第 3類 dā-「与える」強語幹: dadā-, 弱語幹: dad-

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 dadāni 強 dadāva 強 dadāma

2人称 dehi dattam datta

3人称 強 dadātu dattām dadatu

中動 1人称 強 dadai 強 dadāvahai 強 dadāmahai

2人称 datsva dadāthām daddhvam

. 3人称 dattām dadātām dadatām

2. dhā-「置く」

気音の移動に注意！ dadh > dhad

第 3類 dhā-「置く」強語幹: dadhā-, 弱語幹: dadh-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 dadhāmi dadhvah. dadhmah.

2人称 強 dadhāsi dhatthah. dhattha

3人称 強 dadhāti dhattah. dadhati

中動 1人称 dadhe dadhvahe dadhmahe

2人称 dhatse dadhāthe daddhve

. 3人称 dhatte dadāte dadhate

第 3類 dhā-「置く」強語幹: dadhā-, 弱語幹: dadh-

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 adadhām adadhva adadhma

2人称 強 adadhāh. adhattam adhatta

3人称 強 adadhāt adhattām adadhuh.

中動 1人称 adadhi adadhvahi adadhmahi

2人称 adhatthāh. adadhāthām adhaddhvam

. 3人称 adhatta adadhātām adadhata
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第 3類 dhā-「置く」強語幹: dadhā-, 弱語幹: dadh-

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 dadhyām dadhyāva dadhyāma

2人称 dadhyāh. dadhyātam dadhyāta

3人称 dadhyāt dadhyātām dadhyuh.

中動 1人称 dadh̄ıya dadh̄ıvahi dadh̄ımahi

2人称 dadh̄ıthāh. dadh̄ıyāthām dadh̄ıdhvam

. 3人称 dadh̄ıta dadh̄ıyātām dadh̄ıran

　　

第 3類 dhā-「置く」強語幹: dadhā-, 弱語幹: dadh-

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 dadhāni 強 dadhāva 強 dadhāma

2人称 dhehi dhattam dhatta

3人称 強 dadhātu dhattām dadhatu

中動 1人称 強 dadhai 強 dadhāvahai 強 dadhāma

2人称 dhatsva dadhāthām dhatta

. 3人称 dhattān dadhātām dadhatu

特例

1. bh̄ı-「恐れる」

第 3類 bh̄ı-「恐れる」強語幹: bibhe-, 弱語幹: bibh̄ı-,bibhi-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 bibhemi bibh̄ıvah./bibhivah. bibh̄ımah.bibhimah.

2人称 強 bibhes.i bibh̄ıthah./bibhithah. bibh̄ıtha/bibhitha

3人称 強 bibheti bibh̄ıtah. bibhyati
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*第 1類 bh̄ı-「恐れる」

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 bibhyāmi bibhyāvah. bibhyāmah.

2人称 bibhyasi bibhyathah. bibhyatha

3人称 bibhyati bibhyatah. bibhyanti

**第 1類 bh̄ı-「恐れる」

単数 双数 複数

現在 中動 1人称 bhaye bhayāvahe bhayāmahe

2人称 bhayase bhayethe bhayadhve

3人称 bhayate bhayete bhayante

2. bhr.-「運ぶ」

第 3類 bhr.-「運ぶ」強語幹: bibhar-, 弱語幹: bibhr.-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 bibharmi bibhr.vah. bibhr.mah.

2人称 強 bibhars.i bibhr.thah. bibhr.tha

3人称 強 bibharti bibhr.tah. bibhranti

*第 1類 bhr.-「運ぶ」

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 bharāmi bharāvah. bharāmah.

2人称 bharasi bharathah. bharatha

3人称 bharati bharatah. bharanti



110 3 動詞変化　

3. hā-「捨てる」 (cf. hā-「出て行く」3.cl. jih̄ı-, jihi-)

第 3類 hā-「捨てる」強語幹: jahā-, 弱語幹: jah̄ı-, jahi- (jah- 母音・yの前)

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 jahāmi jah̄ıvah. , jahivah. jah̄ımah. , jahimah.

2人称 強 jahāsi jah̄ıthah. , jahithah. jah̄ıtha, jahitha

3人称 強 jahāti jah̄ıtah. , jah̄ıtah. jahati

4. r.-「行く」

第 3類 r.-「行く」強語幹: iyar-, 弱語幹: iyr.-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 iyarmi iyr.vah. iyr.mah.

2人称 強 iyars.i iyr.thah. iyr.tha

3人称 強 iyarti iyr.tah. iyrati

*第 6類 r.-「行く」

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 r.cchāmi r.cchāvah. r.cchāmah.

2人称 r.cchasi r.cchathah. r.cchatha

3人称 r.cchati r.cchatah. r.cchanti

5. pr̄.-「満たす」 (> 9.cl.)

第 3類 pr̄.-「満たす」強語幹: pipar-, 弱語幹: pipūr-, pipur（母音の前）

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 piparimi pipūrvah. pipūrmah.

2人称 強 pipars.i pipūrthah. pipūrtha

3人称 強 piparti pipūrtah. pipurati
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6. mā-「測る」

第 3類 mā-「測る」強語幹弱語幹の区別なし: mimı̄-, mim-（母音の前）

単数 双数 複数

現在 中動 1人称 mine mimı̄vahe mimı̄mahe

2人称 mimı̄s.e mimāthe mimı̄dhve

3人称 mimı̄te mimāte mimate
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■3.2.5.5 第 5類動詞

3.2.5.5.1 第 5類動詞活用表

第 5類 su-「搾る」 強語幹: suno-, 弱語幹: sunu-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 sunomi sunuvah./sunvah. sunumah./sunmah.

2人称 強 sunodsi sunuthah. sunutha

3人称 強 sunoti sunutah. sunvanti

中動 1人称 sunve sunuvahe/sunvahe sunumahe/sunmahe

2人称 sunus.e sunvāthe sunudhve

. 3人称 sunute sunvāte sunvate

第 5類 su-「搾る」 強語幹: suno-, 弱語幹: sunu-

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 asunavam asunuva/asunva asunuma/asunma

2人称 強 asunoh. asunutam asunuta

3人称 強 asunot asunutām asunvan

中動 1人称 asunvi asunuvahi/asunvahi asunumahi/asunmahi

2人称 asunuthāh. asunvāthām asundhvam

. 3人称 asunuta asunvātām asunvata

第 5類 su-「搾る」 強語幹: suno-, 弱語幹: sunu-

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 sunuyām sunuyāva sunuyāma

2人称 sunuyāh. sunuyātam sunuyāta

3人称 sunuyāt sunuyātām sunuyuh.

中動 1人称 sunv̄ıya sunv̄ıvahi sunv̄ımahi

2人称 sunv̄ıthāh. sunv̄ıyāthām sunv̄ıdhvam

. 3人称 sunv̄ıta sunv̄ıyātām sunv̄ıran
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第 5類 su-「搾る」 強語幹: suno-, 弱語幹: sunu-

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 sunavāni 強 sunavāva 強 sunavāma

2人称 sunu sunutam sunuta

3人称 強 sunotu sunutām sunvantu

中動 1人称 強 sunavai 強 sunavāvahai 強 sunavāmahai

2人称 sunus.va sunvāthām sunudhvam

. 3人称 sunutām sunvātām sunvatām

注意

1. 語根に no/nuを加える第 5類と，o/uを加える第 8類は，本来同一である．

2. 母音で終わる語根の動詞では命令 2単の語尾-hiは落ちるが，子音で終わる

語根では落ちない

� ci-「集める」5.cl. > ip.act.2.sg.: cinu

� āp-「獲得する」5.cl. > ip.act.2.sg.: ānuhi

3.2.5.5.2 第 5類に属する重要動詞

1. āp-「獲得する」

第 5類 āp-「獲得する」強語幹: āpno-, 弱語幹: āpnu-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 āpnomi āpnuvah. āpnumah.

2人称 強 āpnos.i āpnuthah. āpnutha

3人称 強 āpnoti āpnutah. āpnuvanti

2. śru-「聞く」

第 5類 śru-「聞く」強語幹: śr.n. o-, 弱語幹: śr.n. u-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 śr.n. omi śr.n. uvah. , śr.n. vah. śr.n. umah. , śr.n.mah.

2人称 強 śr.n. os.i śr.n. uthah. śr.n. utha

3人称 強 śr.n. oti śr.n. utah. śr.n. vanti
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3. śak-「出来る」

第 5類 śak-「出来る」強語幹: śakno-, 弱語幹: śaknu-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 śaknomi śaknuvah. śaknumah.

2人称 強 śaknos.i śaknuthah. śaknutha

3人称 強 śaknoti śaknutah. śaknuvanti
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■3.2.5.6 第 7類動詞

3.2.5.6.1 第 7類動詞活用表

第 7類 rudh-「阻む」　強語幹:run. adh-, 弱語幹:rundh-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 run. adhmi rundhvah. rundhmah.

2人称 強 run. atsi runddhah. runddha

3人称 強 run. addhi runddhah. rundhanti

中動 1人称 rundhe rundhvahe rundhmahe

2人称 runtse rundhāthe runddhve

. 3人称 runddhe rundhāte rundhate

第 7類 rudh-「阻む」　強語幹:run. adh-, 弱語幹:rundh-

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 arun. adham arundhva arundhma

2人称 強 arun. at/arun. ah. arunddham arunddha

3人称 強 arun. at arunddhām arundhan

中動 1人称 arundhi arundhvahi arundhmahi

2人称 arunddhāh. arundhāthām arunddhvam

. 3人称 arunddha arundhātām arundhata

第 7類 rudh-「阻む」　強語幹:run. adh-, 弱語幹:rundh-

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 rundhyām rundhyāva rundhyāma

2人称 rundhyāh. rundhyātam rundhyāta

3人称 rundhyāt rundhyātām rundhyuh.

中動 1人称 rundh̄ıya rundh̄ıvahi rundh̄ımahi

2人称 rundh̄ıthāh. rundh̄ıyāthām rundh̄ıdhvam

. 3人称 rundh̄ıta rundh̄ıyātām rundh̄ıran
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第 7類 rudh-「阻む」　強語幹:run. adh-, 弱語幹:rundh-

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 run. adhāni 強 run. adhāva 強 run. adhāma

2人称 runddhi runddham runddha

3人称 強 run. addhu runddhām rundhantu

中動 1人称 強 run. adhai 強 run. adhāvahai 強 rundhāmahai

2人称 runtsva rundhāthām runddhvam

. 3人称 runddhām rundhātām rundhatām

―注意―

1. 語根は必ず子音で終わる．

2. 強語幹は語根末の子音の前に na (n.na) を挿入する．

3. 弱語幹は語根末の子音と同種の鼻音が語根末子音の前に挿入される．

4. 語根末子音が ś, s., s, h の場合には，弱語幹は語根末子音の前に m. が挿入さ

れる．

3.2.5.6.2 第 7類に属する重要動詞 　

1. bhid-「裂く」

第 7類 bhid-「裂く」強語幹: bhinad-, 弱語幹: bhind-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 bhinadmi bhindvah. bhindmah.

2人称 強 bhinatsi bhintthah. bhinttha

3人称 強 bhinatti bhinttah. bhindanti

2. ks.ud-「つき砕く」

第 7類 ks.ud-「つき砕く」強語幹: ks.un. ad-, 弱語幹: ks.und-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 ks.un. admi ks.undvah. ks.undmah.

2人称 強 ks.un. atsi ks.untthah. ks.unttha

3人称 強 ks.un. atti ks.unttah. ks.undanti
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3. yuj-「繋ぐ」

第 7類 yuj-「繋ぐ」強語幹: yunaj-, 弱語幹: yuñj-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 yunajmi yuñjvah. yuñjmah.

2人称 強 yunaks.i yuṅkthah. yuṅktha

3人称 強 yunakti yuṅktah. yuñjanti

4. him. s-「傷つける」

第 7類 him. s-「傷つける」強語幹: hinas-, 弱語幹: him. s-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 hinasmi him. svah. him. smah.

2人称 強 hinassi him. sthah. him. stha

3人称 強 hinasti him. stah. him. santi

5. ric-「退く」

第 7類 ric-「退く」強語幹: rin. ac-, 弱語幹: riñc-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 rin. acmi riñcvah. riñcmah.

2人称 強 rin. aks.i riṅkthah. riṅktha

3人称 強 rin. akti riṅktah. ruñcanti

6. pis.-「粉砕する」

第 7類 pis.-「粉砕する」強語幹: pinas.-, 弱語幹: pim. s.-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 pinas.mi pim. s.vah. pim. s.mah.

2人称 強 pinaks.i pim. s.t.hah. pim. s.t.ha

3人称 強 pinas.ti pim. s.t.ah. pim. s.anti
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7. tr.h-「押し潰す」

第 7類 tr.h-「押し潰す」強語幹: tr.n. eh-, 弱語幹: tr.m. h-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 tr.n. ehmi tr.m. hvah. tr.m. hmah.

2人称 強 tr.n. eks.i tr.n. d. hah. tr.n. d. ha

3人称 強 tr.n. ed.hi tr.n. d. hah. tr.m. hanti
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■3.2.5.7 第 8類動詞

3.2.5.7.1 第 8類動詞活用表

第 8類 kr̄.-「為す・作る」 強語幹: karo-, 弱語幹: kuru- (kur- + m,v,y)

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 karomi kurvah. kurmah.

2人称 強 karos.i kuruthah. kurutha

3人称 強 karoti kurutah. kurvanti

中動 1人称 kurve kurvahe kurmahe

2人称 kurus.e kurvāthe kurudhve

. 3人称 kurute kurvāte kurvate

第 8類 kr̄.-「為す・作る」 強語幹: karo-, 弱語幹: kuru- (kur- + m,v,y)

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 akaravam akurva akurma

2人称 強 akaroh. akurutam akuruta

3人称 強 akarot akurutām akurvan

中動 1人称 akurvi akurvahi akurmahi

2人称 akuruthāh. akurvāthām akurudhvam

. 3人称 akuruta akurvātām akurvata

第 8類 kr̄.-「為す・作る」 強語幹: karo-, 弱語幹: kuru- (kur- + m,v,y)

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 kuryām kuryāva kuryāma

2人称 kuryāh. kuryātam kuryāta

3人称 kuryāt kuryātām kuryuh.

中動 1人称 kurv̄ıya kurv̄ıvahi kurv̄ımahi

2人称 kurv̄ıthāh. kurv̄ıyāthām kurv̄ıdhvam

. 3人称 kurv̄ıta kurv̄ıyātām kurv̄ıran
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第 8類 kr̄.-「為す・作る」 強語幹: karo-, 弱語幹: kuru- (kur- + m,v,y)

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 karavān. i 強 karavāva 強 karavāma

2人称 kuru kurutam kuruta

3人称 強 karotu kurutām kurvantu

中動 1人称 強 karavai 強 karavāvahai 強 karavāmahai

2人称 kurus.va karavāthām kurudhvam

. 3人称 kuruām karavātām kurvatām

第 8類は語根に o/uを加えるが，no/nuを加える第 5類と同一である．他に tan-

「伸ばす」tano-/tanu-
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■3.2.5.8 第 9類動詞

3.2.5.8.1 第 9類動詞活用表

第 9類 kr̄ı-「買う」 強語幹: kr̄ın. ā-, 弱語幹: kr̄ın. ı̄- (kr̄ın. - + 母音)

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 kr̄ın. āmi kr̄ın. ı̄vah. kr̄ın. ı̄mah.

2人称 強 kr̄ın. āsi kr̄ın. ı̄thah. kr̄ın. ı̄tha

3人称 強 kr̄ın. āti kr̄ın. ı̄tah. kr̄ın. anti

中動 1人称 kr̄ın. e kr̄ın. ı̄vahe kr̄ın. ı̄mahe

2人称 kr̄ın. ı̄s.e kr̄ın. āthe kr̄ın. ı̄dhve

. 3人称 kr̄ın. ı̄te kr̄ın. āte kr̄ın. ate

第 9類 kr̄ı-「買う」 強語幹: kr̄ın. ā-, 弱語幹: kr̄ın. ı̄- (kr̄ın. - + 母音)

単数 双数 複数

過去 能動 1人称 強 akr̄ın. ām akr̄ın. ı̄va akr̄ın. ı̄ma

2人称 強 akr̄ın. āh. akr̄ın. ı̄tam akr̄ın. ı̄ta

3人称 強 akr̄ın. āt akr̄ın. ı̄tām akr̄ın. an

中動 1人称 akr̄ın. i akr̄ın. ı̄vahi akr̄ın. ı̄mahi

2人称 akr̄ın. ı̄thāh. akr̄ın. āthām akr̄ın. ı̄dhvam

. 3人称 akr̄ın. ı̄ta akr̄ın. ātām akr̄ın. ata

第 9類 kr̄ı-「買う」 強語幹: kr̄ın. ā-, 弱語幹: kr̄ın. ı̄- (kr̄ın. - + 母音)

単数 双数 複数

願望法 能動 1人称 kr̄ın. ı̄yām kr̄ın. ı̄yāva kr̄ın. ı̄yāma

2人称 kr̄ın. ı̄yāh. kr̄ın. ı̄yātam kr̄ın. ı̄yāta

3人称 kr̄ın. ı̄yāt kr̄ın. ı̄yātām kr̄ın. ı̄yuh.

中動 1人称 kr̄ın. ı̄ya kr̄ın. ı̄vahi kr̄ın. ı̄mahi

2人称 kr̄ın. ı̄thāh. kr̄ın. ı̄yāthām kr̄ın. ı̄dhvam

. 3人称 kr̄ın. ı̄ta kr̄ın. ı̄yātām kr̄ın. ı̄ran
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第 9類 kr̄ı-「買う」 強語幹: kr̄ın. ā-, 弱語幹: kr̄ın. ı̄- (kr̄ın. - + 母音)

単数 双数 複数

命令法 能動 1人称 強 kr̄ın. āni 強 kr̄ın. āva 強 kr̄ın. āma

2人称 kr̄ın. ı̄hi kr̄ın. ı̄tam kr̄ın. ı̄ta

3人称 強 kr̄ın. ātu kr̄ın. ı̄tām kr̄ın. antu

中動 1人称 強 kr̄ın. ai 強 kr̄ın. āvahai 強 kr̄ın. āmahai

2人称 kr̄ın. ı̄s.va kr̄ın. āthām kr̄ın. ı̄dhvam

. 3人称 kr̄ın. ı̄tām kr̄ın. ātām kr̄ın. atām

―注意―

1. 語根に nā を加えて強語幹を，n̄ı（母音の前では n ）を加えて弱語幹を作る．

� aś-「食べる」 強語幹:aśnā-, 弱語幹:aśn̄ı- (aśn-)

� kr̄ı-「買う」 強語幹:kr̄ınā-, 弱語幹:kr̄ın. ı̄- (kr̄ın. -)

2. 命令・能・2単は

� 子音で終わる語根では弱語幹に ana を加えて作る． aś-「食べる」

ip.act.2.sg.:aśāna

� 母音で終わる語根では規則通り hi を加えて作る． kr̄ı-「買う」

ip.act.2.sg.:kr̄ın. ı̄hi

3. ūで終わる語根は短母音 u で語根を作る:

� dhū-「振る」 強語幹: dhunā-, 弱語幹: dhun̄ı-

� pū-「清める」 強語幹: punā-, 弱語幹: pun̄ı-

� lū-「切る」 強語幹: lunā-, 弱語幹: lun̄ı-

4. r̄.で終わる語根は短母音 r. で語根を作る:

� str̄.-「覆う」 強語幹:str.n. ā-, 弱語幹:str.n. ı̄-

� pr̄.-「満たす」(> 3,cl.) 強語幹: pr.nā-, 弱語幹: pr.n̄ı-

5. 語根末の前にある鼻音は失われる:

� bandh-「縛る」 強語幹: badhnā-, 弱語幹: badhn̄ı-

� manth-「かき回す」 強語幹: mathnā-, 弱語幹: mathn̄ı-
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3.2.5.8.2 第 9類に属する重要動詞

1. grah-「捉える」

第 9類 grah-「捉える」強語幹: gr.hn. ā-, 弱語幹: gr.hn. ı̄-

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 gr.hn. āmi gr.hn. ı̄vah. gr.hn. ı̄mah.

2人称 強 gr.hn. āsi gr.hn. ı̄thah. gr.hn. ı̄tha

3人称 強 gr.hn. āti gr.hn. ı̄tah. gr.hn. anti

2. jñā-「知る」

第 類 jñā-「知る」強語幹: jānā-, 弱語幹: jān̄ı-(母音の前で jān-)

単数 双数 複数

現在 能動 1人称 強 jānāmi jān̄ıvah. jān̄ımah.

2人称 強 jānāsi jān̄ıthah. jān̄ıtha

3人称 強 jānāti jān̄ıtah. jānanti



124 3 動詞変化　

3.3 未来組織

3.3.1 単純未来

1. 現在組織の強語幹に未来接尾辞 -sya(anit.語幹) / -is.ya(set.語幹) を付けて未

来語幹を作る．

2. 第 1次語尾（第 1種）を付ける．

3. 語幹末子音と未来接尾辞の sとの間の sandhiに注意せよ．labh-「得る」 >

labsyate, tyaj-「捨てる」 > tyaks.yati

4. 要注意: dr.ś-「見る」 > draks.yati, gai-「歌う」 > gāsyati, grah-「取る」

> grah̄ıs.yati

5. 第 10類動詞の場合，ayaは ayとなって is.yaを付けて未来語幹を作る．cur-

> coraya- > corayis.ya-

単純未来　 set.語幹 単純未来　 anit.語幹

budh-「目覚める」: bodhis.ya- dā-「与える」: dāsya-

能動 中動 能動 中動

単 1 bodhis.yāmi bodhis.ye dāsyāmi dāsye

2 bodhis.yasi bodhis.yase dāsyasi dāsyase

数 3 bodhis.yati bodhis.yate dāsyati dāsyate

双 1 bodhis.yāvah. bodhis.yāvahe dāsyāvah. dāsyāvahe

2 bodhis.yathah. bodhis.yethe dāsyathah. dāsyethe

数 3 bodhis.yatah. bodhis.yete dāsyatah. dāsyete

複 1 bodhis.yāmah. bodhis.yāmahe dāsyāmah. dāsyāmahe

2 bodhis.yatha bodhis.yadhve dāsyatha dāsyadhve

数 3 bodhis.yanti bodhis.yante dāsyanti dāsyante
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3.3.2 複合未来

動詞語幹から作った tr.-語幹名詞（行為者名詞）の単数主格に as-「～ある」の現

在変化形を加える（3人称例外）．

複合未来　 set.語幹 複合未来　 anit.語幹

budh-「目覚める」 dā-「与える」

能動 中動 能動 中動

単 1 bodhitāsmi bodhitāhe dātāsmi dātāhe

2 bodhitāsi bodhitāse dātāsi dātāse

数 3 bodhitā bodhitā dātā dātā

双 1 bodhitāsvah. bodhitāsvahe dātāsvah. dātāsvahe

2 bodhitāsthah. bodhitāsāthe dātāsthah. dātāsāthe

数 3 bodhitārau bodhitārau dātārau dātārau

複 1 bodhitāsmah. bodhitāsmahe dātāsmah. dātāsmahe

2 bodhitāstha bodhitādhve dātāstha dātādhve

数 3 bodhitārah. bodhitārah. dātārah. dātārah.
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3.4 アオリスト組織

1. 近い過去を表すために用いられた．使用はまれ．

2. 弱語幹に下図のような変化を加え，加音を付けてアオリスト語幹を形成し，

第 2次語尾を付ける．

3. アオリスト語幹の形成方法と単数 1,2,3,複数 3人称語尾の違いにより，7種

類の形式がある．

単数 単数 単数 複数

1人称 2人称 3人称 3人称　

単純アオリスト 1. 語根アオリスト -am -h. -t -uh.

2. a-アオリスト -am -ah. -at -an

3. 重音アオリスト -am -ah. -at -an

シグマ・アオリスト 4. s-アオリスト -sam -s̄ıh. -s̄ıt -suh.

5. is.-アオリスト -is.am -̄ıh. -̄ıt -is.uh.　

6. sis.-アオリスト -sis.am -s̄ıh. -s̄ıt -sis.uh.

7. sa-アオリスト -sam -sah. -sat -san

3.4.1 語根アオリスト

dā-「与える」so-「結ぶ」 bhū-「成る」 ＊能動態のみ

能動 能動 能動

単 1 adām asām abhūvam 　

2 adāh. asāh. abhūh.

数 3 adāt asāt abhūt

双 1 adāva asāva abhūva

2 adātam asātam abhūtam

数 3 adātām asātām abhūtām

複 1 adāma asāma abhūma

2 adāta asāta abhūta

数 3 aduh. asuh. abhūvan（不規則）
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3.4.2 a-アオリスト

sic-「注ぐ」 *ほぼ能動態のみ

能動 中動 ** 不規則なもの

単 1 asicam asice sr.-「流れる」>asarat, j̄r.-「老いる」>ajarat

2 asicah. asicathāh. skand-「跳ぶ」>askadat

数 3 asicat asicata bhram. ś-「落ちる」>abhraśat

双 1 asicāva asicāvahi dr.ś-「見る」>adarśat, śās-「命令する」> aśāsat

2 asicatam asicethām

数 3 asicatām asicetām

複 1 asicāma asicāmahi

2 asicata asicadhvam

数 3 asican asicanta

3.4.3 重音アオリスト

śri-「赴く」 *1.重音・加音・テーマ母音でアオリスト語幹

能動 中動 を作る

単 1 aśísriyam aśísriye *2.極めて少数　

2 aśísriyah. aśísriyathāh. *3.第 10類動詞（使役活用）のアオリストが

数 3 aśísriyat aśísriyata この形式を取る

双 1 aśísriyāva aśísriyāvahi *4.他には:

2 aśísriyatam aśísriyethām dru-「走る」> adudruvat,

数 3 aśísriyatām aśísriyetām sru-「流れる」> asusrot

複 1 aśísriyāma aśísriyāmahi kam-「愛する」> ac̄ıkamata/acakamata

2 aśísriyata aśísriyadhvam vac-「言う」> avocat(<a-va-uc-at)

数 3 aśísriyan aśísriyanta pat-「落ちる」>apaptat(<a-pa-ot-at)
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3.4.4 s-アオリスト

1. 人称語尾の前に s を挿入する．

2. 単数 2人称: -s̄ıh. , 単数 3人称 -s̄ıt, 複数 3人称: -suh.

3. 短母音・鼻音・r以外の子音の後，t/thで始まる語尾の前で，s 脱落．

4. 複数・2 人称・中動 -dhvam の前でも s 脱落．a/=. a/r 以外の子音の後で

　-d. hvam となる．

5. 語根母音は能動態で vr.ddhi 化，中動態では語根末の i/̄ı/u/ū のみ gun. a 化

し，他は無変化．

n̄ı-「導く」 tud-「打つ」 *その他特例:

能動 中動 能動 中動 kr.-「なす」 能単 3: akārs.̄ıt;

単 1 anais.am anes.i atautsam atutsi 中単 3: akr.ta

2 anais.̄ıh. anes.t.hāh. atauts̄ıh. atutthāh. rudh-「阻む」

数 3 anais.̄ıt anes.t.a atauts̄ıt atutta 能単 3: arauts̄ıt;

双 1 anais.va anes.vahi atautsva atutsvahi 中単 3: aruddha

2 anais.t.am anes.āthām atauttam atutsāthām

数 3 anais.t.ām anes.ātām atauttām atutsātām

複 1 anais.ma anes.mahi atautsma atutsmahi

2 anais.t.a aned.hvam atautta atuddhvam

数 3 anais.uh. anes.ata atautsuh. atutsata
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3.4.5 is.-アオリスト

lū-「切る」 *1. s-アオリストにほとんど同じ

能動 中動 *2. 能単 2,能単 3,中複 2で s 消失．

単 1 alāvis.am alavis.i *3. 幹母音は能動で vr.ddhi，中動で gun. a．　

2 alāv̄ıh. alavis.t.hāh. *4. iを延長する場合がある．

数 3 alāv̄ıt alavis.t.a grah-「捉える」> agrah̄ıt/agrah̄ıs.t.ha

双 1 alāvis.va alavis.vahi *5. 単子音の前の a以外の母音は guna. 化．

2 alāvis.t.am alavis.āthām budh-「目覚める」> abodhísam/abodhísi

数 3 alāvis.t.ām alavis.ātām *5. 中間の a は任意に延長．

複 1 alāvis.ma alavis.mahi path-「読む」> apāt.his.am/apat.his.am

2 alāvis.t.a alavidh(d.h)vam *6. 8類動詞は任意に鼻音を失う．

数 3 alāvis.uh. alavis.ata tan-「伸ばす」> atanis.t.hāh./atathāh.

3.4.6 sis.-アオリスト

yā-「行く」gai-「歌う」nam-「曲げる」*1.能動態のみ

能動 能動 能動 *2. s-アオリストにほとんど同じ．

単 1 ayāsis.am agāsis.am anam. sis.am *3. 幹母音は変化しない．　

2 ayās̄ıh. agās̄ıdh anam. s̄ıh. *4. 少数の動詞のみ．

数 3 ayās̄ıt agās̄ıt anam. s̄ıt jña-「知る」, pā-「守る」

双 1 ayāsis.va agāsis.va anam. sis.va （pā-「飲む」は 3.4.1）

2 ayāsis.t.am agāsis.t.am anam. sis.t.am mı̄-「毀す」> amāsis.am, amās̄ıt

数 3 ayāsis.t.ām agāsis.t.ām anam. sis.t.ām l̄ı-「付く」> alāsis.am. alās̄ıt

複 1 ayāsis.ma agāsis.ma anam. sis.ma yam-「抑える」, ram-「満足する」

2 ayāsis.t.a agāsis.t.a anam. sis.t.a

数 3 ayāsis.uh. agāsis.uh. anam. sis.uh.
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3.4.7 sa-アオリスト

dís-「指示する」 *1. 過去の活用とほとんど同じ．

能動 中動 *2. ś, s., hで終わり，その前に i, u, r. を持つ

単 1 adiks.am adiks.i anit.語幹の動詞のみ．

2 adiks.ah. adiks.athāh. *3. hで終わる動詞の変化に注意:

数 3 adiks.at adiks.ata guh-「隠す」> aghuks.at

双 1 adiks.āva adiks.āvahi *4. 中単 2, 中単 3, 中双 1, 中複 2で

2 adiks.atam adiks.āthām sa が省かれることがある:

数 3 adiks.atām adiks.ātām duh-「乳を搾る」

複 1 adiks.āma adiks.āmahi > adhuks.athāh./adugdhāh.

2 adiks.ata adiks.adhvam

数 3 adiks.an adiks.anta
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3.5 完了組織

3.5.1 重音完了（単純完了）

1. 語根に重音を加え，完了人称語尾を付ける．

2. 強語幹と弱語幹を持つ．

単数 双数 複数

能動 1人称 強 -a/-au -va -ma

2人称 強 -tha -athur -a

3人称 強 -a/-au -atur -ur

中動 1人称 -e -vahe -mahe

2人称 -se -āthe -dhve

3人称 -e -āte -re

3. ā/2重母音で終わる語根を持つ動詞は，能単 1,3で語尾が -au となる．

dā-「与える」dadau, dadātha; gai-「歌う」jagau, jagātha

4. 結合母音 i は広く用いられる．全ての語根は子音で始まる語尾の前で i を

挟む．

5. anit.8語根: dru-「走る」, śru-「聞く」, stu-「誉める」, sru-「流れる」, kr.-

「為す」, bhr.-「運ぶ」, vr.-「選ぶ」, sr.-「流れる」．

6. 子音で始まり，子音で終わり，かつ「長い音節」である語根を持つ動詞は，

語幹に強弱の別がない．

nind-「非難する」> ninind-, j̄ıv-「生きる」 > jij̄ıv-．

7.（単子音 +）a + 単子音という語根を持つ動詞では，強語幹に vr.ddhi と

gun. a の区別がある．この場合 1,2 人称では任意にどちらも可能だが，3 人

称は必ず vr.ddhi．

tap-「熱する」> 単 1: tatapa/tatāpa, 単 3: tatāpa

8. i, ı̄, u, ū, r., r̄. に終わる語根を持つ動詞も，強語幹に vr.ddhi と gun. a の区別

がある．能単 1で両方可，能単 2で gun. a，能単 3で vr.ddhi を取る．
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■3.5.1.1 単子音 + i,u,r. +単子音

bhid-「毀す」 強語幹:bibhed-, 弱語幹:bibhid- *最も基本的な活用タイプ

単数 双数 複数

能 1 強 bibheda bibhidiva bibhidima

2 強 bibheditha bibhidathuh. bibhida

3 強 bibheda bibhidatuh. bibhiduh.

中 1 bibhide bibhidivahe bibhidimahe

2 bibhidis.e bibhidāthe bibhididhve

3 bibhide bibhidāte bibhidire

■3.5.1.2 単子音 + a +単子音 　

1. 語根の子音と重音の子音が同じ場合は，幹母音の a を e に変えて弱語幹を

作る．

tan-「伸ばす」 強語幹: tatan-/ tatān-, 弱語幹: ten-

2. 代用子音で重音を作る場合には，a はそのまま．

has-「笑う」 強語幹: jahas-/jahās-, 弱語幹: jahas-

3. 代用子音で重音を作る動詞に，弱語幹で母音を失うものがある．

gam-「行く」 強語幹: jagam-, 弱語幹: jagm-; ghas-「食べる」 jaghas-/

jaghās-, 弱語幹: jaks.-; han-「殺す」 強語幹: jaghan-/ jagān-, 弱語幹:

jaghn-．

pac-「調理する」 強語幹: papac-/papāc-, 弱語幹: pec-

単数 双数 複数

能 1 強 papaca/papāca peciva pecima

2 強 pecitha/papaktha pecathuh. peca

3 強 papāca pecatuh. pecuh.

中 1 pece pecivahe pecimahe

2 pecis.e pecāthe pecidhve

3 pece pecāte pecire



3.5 完了組織 133

■3.5.1.3 Sam. prasāran.a の起こるもの

1. va + 単子音: vac-「言う」: 強語幹:uvāc-/uvac-, 弱語幹: ūc-; svap-「眠

る」: 強語幹: sus.vāp/ sus.vap, 弱語幹: sus.up-

2. ya + 単子音: yaj-「祀る」: 強語幹: iyāj-/iyaj-, 弱語幹: ı̄j-; vyac-「囲む」:

強語幹: vivyāc-/vivyac-, 弱語幹: vivic-

3. grah-「捉える」 強語幹: jagrāh-/jagrah-, 弱語幹: jagr.h-

vac-「言う」 強語幹: uvac-/uvāc-, 弱語幹: ūc-

単数 双数 複数

能 1 強 uvaca/uvāca ūviva ūcima

2 強 uvacitha/uvaktha ūcathuh. pūca

3 強 uvāca ūcatuh. ūcuh.

中 1 ūce ūcivahe ūcimahe

2 ūcis.e ūcāthe ūcidhve

3 ūce ūcāte ūcire

■3.5.1.4 ā/2重母音で終わる語根

dā-「与える」 強語幹: dadā-, 弱語幹: dad-

単数 双数 複数

能 1 強 dadau dadiva dadima

2 強 dadātha/daditha dadathuh. dada

3 強 dadau dadatuh. daduh.

中 1 dade dadivahe dadimahe

2 dadis.e dadāthe dadidhve

3 dade dadāte dadire
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3.5.2 複合完了

1. 第 10類動詞・使役活用のための完了形

2. 語根に ām を付けたものを，機能動詞 kr.-「為す」の完了能・能動，as-「～

ある」の完了能動， bhū-「成る」の完了能動と共に用いる．

3. 単子音で終わる語根の幹母音，語幹末の母音は gun. a 化する．

cur-「盗む」 > corayām. + cakāra / āsa / babhūva

能動

単 1 corayām(m. ) + caka(ā)ra/āsa/babhūva

2 corayām(m. ) + cakartha/āsitha/babhūvitha

数 3 corayām(m. ) + cakāra/āsa/babhūva

双 1 corayām(m. ) + cakr.va/āsiva/babhūviva

2 corayām(m. ) + cakrathuh./āsathuh./babhūvathuh.

数 3 corayām(m. ) + cakratuh./āsatuh./babhūvatuh.

複 1 corayām(m. ) + cakr.ma/āsima/babhūvima

2 corayām(m. ) + cakra/āsa/babhūva

数 3 corayām(m. ) + cakruh./āsuh./babhūvuh.

中動

単 1 corayām(m. ) + cakre/āsa/babhūva

2 corayām(m. ) + cakr.s.e/āsitha/babhūvitha

数 3 corayām(m. ) + cakre/āsa/babhūva

双 1 corayām(m. ) + cakr.vahe/āsiva/babhūviva

2 corayām(m. ) + cakrāthe/āsathuh./babhūvathuh.

数 3 corayām(m. ) + cakrāte/āsatuh./babhūvatuh.

複 1 corayām(m. ) + cakr.mahe/āsima/babhūvima

2 corayām(m. ) + cakr.dhve/āsa/babhūva

数 3 corayām(m. ) + cakrire/āsuh./babhūvuh.
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3.6 第 2次活用

3.6.1 受動活用

1. 能動と中動の対立とは別に，第 2活用として受動活用がある．原理的には第

1次活用と同じ組織で活用しうる．

2. 弱語根に ya を付けて受動語幹を形成する．中動態の語尾を付ける．現在組

織では第 4種動詞と区別がない．

3. 語根末子音の前の鼻音は一般に脱落する．dam. ś-「咬む」: daśyate; bandh-

「縛る」: badhyate．

4. 語根末の i/uは延長される．ci-「集める」: c̄ıyate; stu-「誉める」: stūyate．

5. 語幹末のr.は: 単子音が前にあると ri になり，複子音が前にあると ar にな

る．kr.-「為す」: kriyate;　 smr.-「記憶する」: smaryate．

6. 語根末のr̄.は: 普通は ı̄rとなり，唇音の後では ūrになる．kr̄.-「撒く」k̄ıryate;

pr̄.-「満たす」; pūryate．

7. 語根末の ā と複母音 (e, ai, o) は ı̄ となる．しかし複子音が前にあると ā

が保たれる．dā-「与える」: d̄ıyate; gai-「歌う」: ḡıyate; jña-「知る」:

jñāyate．

8. 第 10類動詞・使役動詞は ayを失う．cur-「盗む」(現在 coraya-）: coryate;

kr.-「為す」>kārayati「為さしむる」（使役活用）>kāryate「為さしめられ

る」; dā-「与える」> dāpayati「与えさせる」> dāpyate「与えさせられる」

9. 現在組織以外（一般時制）においては，中動態が受動態の意味を兼ねる．
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10. 現在組織の活用例:

tud-「打つ」>受動語幹: tudya-

単数 双数 複数

現在 1 tudye tudyāvahe tudyāmahe

2 tudyase tudyethe tudyadhve

3 tudyate tudyete tudyante

過去 1 atudye atudyāvahi atudyāmahi

2 atudyathāh. atudyethām atudyadhvam

3 atudyata atudyetām atudyanta

願望法 1 tudyeya tudjevahi tudyemahi

2 tudyethāh. tudyeyāthām tudhyedhvam

3 tudjeta tudyeyātām tudyeran

命令法 1 tudyai tudyāvahai tudyāmahai

2 tudyasva tudyethām tudyadhvam

3 tudyatām tudyetām tudyantām

3.6.2 使役活用

1. 第 10類動詞の語幹形成と活用方法に同じ．

2. 第 10類動詞の使役動詞は ayaを反復する．

3. 完了は複合完了を用いる．

4. さらに受動活用にすることが出来る．使役接尾辞 aya を落とし，使役語幹

を作るために gun. a 化した語幹に，受動接尾辞 ya を付けて，普通に受動活

用させる．

語根 意味　 クラス　 現在　 使役　 使役＋受動　

tud- 打つ　 6 類　 tudati todaya- 　（打たせる） todyate

cur- 盗む　 10類　 corayati corayaya- （盗ませる） coryate
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3.6.3 意欲活用 (desiderative)

1. 意志・意欲・意向を表す．

2. 語幹に重音と接尾辞 -sa (-s.a) を付ける．

3. 全ての第 1次活用を行うことが出来る．完了は複合完了を用いる．

4. 第 2次活用を行うことが出来る．

5. 使用はまれ．

tud- 「打つ」意欲語幹:tututsa-

現在形 能動 tututsati 中動 tututsate

過去形 能動 atututsat 中動 atututsata

願望法 能動 tututset 中動 tututseta

命令法 能動 tututsatu 中動 tututsatām

3.6.4 強意活用（intensive, frequentative)

1. 動作の強度・反復を表す．

2. 語幹に重音を付け，能動では接尾辞を付けず，中動では接尾辞 -ya を付け，

強意語幹を作る．

3. 全ての第 1次活用を行うことが出来る．完了は複合完了を用いる．

4. 第 2次活用を行うことが出来る．

5. 中動で使うことが多い．

6. 使用はまれ．

bhū- 「成る」能動強語幹 bobho-, 能動弱語幹 bobhū 中動 bobhūya-

現在形 能動 bobhoti 中動 bobhūyate

過去形 能動 abobhot/abobhav̄ıt 中動 abobhūyata

願望法 能動 bobhūyāt 中動 bobhūyeta

命令法 能動 bobhotu/bobhav̄ıtu 中動 bobhūyatām
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3.7 準動詞

名称 接尾辞 例: kr.-「為す」 変 化

3.7.1 現在分詞 能動 -at/-ant kurat-/kurant- at-語幹変化

>2.1.2.2.2

3.7.2 中動 -māna(āna) kurvāna- a/ā語幹変化

>2.2.1

3.7.3 未来分詞 能動 -(sy)at/-(sy)ant karis.yat-/karis.yant- at-語幹変化

>2.1.2.2.2

3.7.4 中動 -(sya)māna karis.yamāna- a/ā語幹変化

>2.2.1

3.7.5 完了分詞 能動 -vas cakr.vas- vas-語幹変化

>2.1.2.3.3

3.7.6 中動 -āna cakrān. a- a/ā語幹変化

>2.2.1

3.7.7 過去分詞 受動 -ta(-na) kr.ta- a/ā語幹変化

>2.2.1

3.7.8 能動 -tavat kr.tavat- vat-語幹変化 .

>2.1.2.2.2 の 2

3.7.9 動形容詞 -tavya kartavya- a/ā語幹変化

>2.2.1

-an̄ıya karan. ı̄ya- a/ā語幹変化

> 2.2.1

-ya(-tya) kārya- a/ā語幹変化

>2.2.1

3.7.10 不定詞 -tum kartum 無変化

3.7.11 絶対詞 -tvā kr.tvā 無変化

-ya(-tya) *pra-kr.tya
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3.7.1 現在能動分詞 (at-語幹変化 >2.1.2.2.2)

現在語幹（弱語幹）に-at(-ant)を付けて作る．bhr.-「運ぶ」>bharat-(bharant-)

3.7.2 現在中動分詞 (a/ā語幹変化 >2.2.1)

第１種動詞：現在語幹に māna（女 mānā）を付けて作る． bhr.-「運ぶ」

>bharamān. a-

第 2種動詞：現在語幹（弱語幹）にāna（女 ānā）を付けて作る．dvis.-「憎む」

>dvis.āna-

3.7.3 未来能動分詞 (at-語幹変化 >2.1.2.2.2)

未来語幹に-at/-ant を付けて作る．

dā-「与える」>dāsyat-/dāsyant-

budh-「目覚める」>bodhis.yat/bodhis.yant-

3.7.4 未来中動分詞 (a/ā語幹変化 >2.2.1)

第１種動詞も第 2種動詞も，未来語幹に māna（女 mānā）を付けて作る．

dā-「与える」>dāsyamāna-

budh-「目覚める」>bodhis.yamāna-

※ 第 2種動詞 の中動分詞が，現在と未来で扱いが異なるので注意せよ:　

例 : hū-

1. 現在中動分詞: juhāna-

2. 未来中動分詞: hos.yamāna-

3.7.5 完了能動分詞 (vas-語幹変化 >2.1.2.3.3)

完了の弱語幹に接尾辞-vas（女 -us.̄ı）を付けて作る．n̄ı-「導く」>nin̄ıvas-

3.7.6 完了中動分詞 (a/ā語幹変化 >2.2.1)

完了の弱語幹に接尾辞āna（女 ānā）を付けて作る．n̄ı-「導く」>ninyāna-
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3.7.7 過去受動分詞 (a/ā語幹変化 >2.2.1)

1. 弱語幹に -ta/-ita または -na を付けて作る． bhr.-「運ぶ」 >bhr.ta-; vac-

「言う」>ukta-; pat-「落ちる」>patita-; dah-「焼く」>dagdha-, guh-「隠

す」 > gūd.ha-

2. 他動詞から作られると受動の意味，自動詞から作られると能動の意味になる．

3. 語幹末の ā/ai に代わって ı̄/i が現れる場合がある: pā-「飲む」>p̄ıta-;

sthā->sthita-

4. 第 10類動詞・使役動詞では ayaを取り去って-itaを付ける:tus.-「満足させ

る」>tos.ayati > tos.ita-

5. na は r̄. や d で終わる語根で使われる．ta と共起することもある．tr̄.-「渡

る」>tr̄.na-; pat-「落下する」>panna-; und-「濡らす」>unna-/utta-

6. 名詞に -ita を付け，「～を持つ」の意味になることがある．

3.7.8 過去能動分詞 (vat-語幹変化 >2.1.2.2.2 の 2.)

3.7.7.の過去受動分詞に接尾辞 vat-（女 vat̄ı）を付けて作る．

kr.-「為す」> kr.ta-「為された」>kr.tavat-「為した」

3.7.9 動形容詞 (gerundive) (a/ā語幹変化 >2.2.1)

1. tavya を語幹に付ける．第 10類動詞は ay を失う: kr.-「為す」>kartavya-

「為すべき」; bhū「成る」>bhavitavya-「成るべき」

2. an̄ıya を語幹に付ける: kr.-「為す」>karan. ı̄ya-「為すべき」; cint 10「考え

る」 >cintan̄ıya-「考えるべき」

3. yaを語幹に付ける: kr.-「為す」> kārya-「為すべき」; bhū-「成る」>bhavya-

/bhāvya-「成るべき」

4. tyaを語幹に付ける（i,u,r.で終わる少数のもの）: kr.-「為す」 > kr.tya-「為

すべき」
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3.7.10 不定詞 (無変化)

1. 語根を gun.化して，tum/-itum を付ける． kr.-「為す」>kartum; bhū-「成

る」>bhavitum「成ること」

2. 第 10類動詞・使役動詞は，aya を ay とし，itum を付ける．budh-「目覚

める」>bodhayitum「目覚めさせること」

3.7.11 絶対詞 (gerund, absolutive) (無変化)

1. 語幹に -am を付ける．使用はまれ．kr.-「為す」>kāram

2. 弱語幹に tvā/-itvā を付ける．動詞前綴のない単純動詞に用いる．kr.-「為

す」> kr.tvā; grah-「取る」>gr.h̄ıtvā

3. 第 10 類動詞・使役動詞は，aya を ay とし，itvā を付ける． budh-

>bodhayitvā

4. 弱語幹に ya を付ける．動詞前綴と複合した動詞に用いる．vi-muc-「解放

する」>vimucya

5. 短母音で終わる複合動詞には tya を付ける．abhi-dru-「馳せ寄る」

>abhidrutya

6. 第 10類動詞・使役動詞の複合動詞では，aya は脱落する．語幹が「短い音

節」である場合のみ ayが保持される．vi-bhāvayati「開示する」>vibhāvya;

sam-gamayati「集まる」>samgamaya
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3.8 前置詞・動詞の派生接頭辞

3.8.1 前置詞・動詞前綴り 　

1. ati- 「向こうに，越えて，過ぎて」carati「行く」> aticarati「行き過ぎる，

踏み越える」

2. adhi- 「越えて，上に」adhikaroti「上に置く＞統括させる」

3. anu- 「沿って，後から」eti (< i-)「行く」> anveti 「後から行く＞従う」

4. antar- 「中間に」 dadhāti 「置く」> antardadhāti「中に置く＞隠す」

5. apa- 「離れて，遠く」nayati「導く」 > apanayati 「連れ去る」

6. api- 「近く，において，上に」 dadhāti 「置く」> apidadhāti 「蔽う，閉

じる」

7. abhi- 「の方へ，に向かって」dru-「走る」> abhidravati 「に向かって走

る，馳せ寄る」

8. ava- 「下に，から，離れて」tr̄.->avatarati「降下する」

9. ā- 「こちらへ，その方へ」gacchati「行く」>āgacchati「来る」, dadhāti

「置く」>ādatte「取る」, nayati「導く」>ānayati「連れて来る」

10. ud-「上に，上方に，外へ」eti (< i-)「行く」>udeti「上昇する，出現する，

起こる」

11. upa- 「の方へ」eti (< i-)「行く」>upaiti「達する」

12. ni- 「下に，中へ」pat-「落ちる」nipapati「落下する」

13. nis- 「外に，離れて」kram-「歩む」>nis.krāmati「出て行く」

14. parā-「離れて，遠く，離して」vr.t-「存在する」>parāvartate「引き返す」

15. pari- 「巡って，周り」ks.ipati(6) 「投げる」>pariks.ipati「取り囲む，閉じ

込める」

16. pra-「前に，前方へ」vahati「運ぶ」>pravahati「前進する」,（起動でも）

hasati「笑う」>prahasati「笑い出す」

17. prati- 「に対して，戻って」bhās.ate「語る」>pratibhās.ate「答える」

18. vi- 「ばらばらに，離れて」yunakti「繋ぐ」>viyunakti「分離する」

19. sam-「一緒に」gacchati「行く」>sam. gacchati「集まる，合同する」（強意

でも）
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3.8.2 機能動詞表現

1. 名詞は，機能動詞（助動詞） kr.-「する」, bhū-「なる」, as-「ある」と複合

動詞を作りうる．

2. 名詞語幹の末尾音は次のように変える:

（a）a/an > ı̄

（b）i > ı̄

（c）u > ū

3. 例: bahul̄ıbhavati 「増加する」; ek̄ıbhavati 「合一する」



144 4 統語論

4 統語論

4.1 概略

1. ラテン語やギリシャ語に比べると，サンスクリット語の統語構造は一般に単

純で未発達である．

2. 主要な特徴は：　

（a）並列構文が優勢　

（b）長大な複合語や動形容詞句が関係節や従属節の代用をする事が多い

（c）間接話法は存在しない　

（d）動詞定形の使用がまれ　

（e）過去分詞や動名詞等が動詞定形の代用をする事が多い　

（f）受動態・受動表現が多用される　

（g）絶対位格句の使用

（h）冠詞は存在しない．eka-「1つの」が不定冠詞単数の，kaścid-「ある～」

が不定冠詞双複数の働きをし，また tad-が定冠詞の働きをすることが

ある．

4.2 語順

1. 一般的な語順は：主語名詞句＞目的語名詞句＞動詞句

2. 属格は通例修飾する名詞の前に置かれる

3. 副詞句は通例文頭近くに置かれる．

4. 小辞は文頭の語の次に置かれることが多い．　 janakastu satvaram. sv̄ıyam.

nagaram. jagāma.「しかるにジャナカは大急ぎで自分の町へ行った．」

5. 呼格は通例文頭に置かれる．

6. 主語以外に強調される語は文頭に置かれる．　 rātrau tvayā

mat.hamadhye na praves.t.avyam.「夜にあなたは僧院に入ってはなら

ない．（＜あなたによって僧院に入られてはならない）」

7. 主語代名詞は，動詞定形で表されていれば，強調されない限り明示されない．

8. 英語の one/they，ドイツ語の man等にあたる一般的主語は明示されない．
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　 brūyāti.「（人は）言うべきである」 āhur「彼らは言う＞～と言われて

いる」

9. コピュラ動詞 asti は，特に時制や法を表す必要がなければ，通例省略さ

れる．

10. コピュラ動詞 asti を省略した「名詞構文」では，通例述語名詞が先行する．

　ś̄ıtalā rātr̄ı「寒い夜」

11. コピュラ動詞が強調される場合は，asti ではなく，bhavati が用いられる．

yo vidyayā tapasā janmanā vā vr.ddhah. sa pūjyo bhavati dvijānāt.「知

識，修行，あるいは生まれによって秀でた者は，転生した者（バラモン）に

よって尊敬される．」　　

4.3 数 (numerus)

　

1. 　双数と複数の区別は厳密であり，2つあるものは必ず双数形で表し，複数

形を用いることはない．

2. 男女一対の名詞の双数形は，男性双数形が用いられる: pitarau「両親」

3. 2 人称代名詞において，単数の相手に複数形を用いて敬意を表す:

tvam>yūyam; bhavān>bhavantah. . 固有名詞や，普通は双数で表す pāda-

「足」なども，敬語として複数形で用いられることがある．

4. 語り手・話者が 1人称複数を用いることがある．

5. 国名はその民族名の複数形で表す．

6. 複数形でのみ用いられる名詞がある: ap- f.「水」, prān. a- m.「命（息）」,

varśā- f.「雨期（雨）」, dāra- m.「妻」
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4.4 一致の特例

1. iti「～として」の次におかれた名詞は，対格であるべきところで，主格を撮

る場合がある．

2. 双数形や複数形の動詞が，2つ以上の人称の違う主語にかかる場合，2・3人

称より 1人称が，3人称より 2人称の形にすることが好まれる．

3. 双数形や複数形の形容詞は，男性名詞と女性名詞の混合した集団を修飾する

場合には男性形をとるが，中性形が混ざっていると中性形をとる．この場合

中性単数形をとることがある．

4. 主語が 2つ以上あっても，あるいは複数形であっても，緊密な関係にあった

り，一体性が強く感じられた場合には，動詞が複数形ではなく単数形をとる

ことがある．

4.5 代名詞

1. 人称代名詞は一般にあまり用いられない．

2. bhavān- は敬語として多用され，2人称代名詞として用いられるが，動詞は

3人称の形を取る．　

3. bhavān- はまた敬語として，atra-bhavān-の形でその場にいる人を (2人称

としても 3人称としても）指し，tatra-bhavān-の形でその場にいない人物

を 3人称代名詞として指すことがある．

4. 指示代名詞の etad-と idam-は「近いもの，その場にいるもの」を指し，tad-

と adas-は「遠いもの，その場にいないもの」を指す．

5. 所有代名詞-̄ıya-はあまり用いられず，人称代名詞の属格形が用いられる．
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4.6 主格の用法

1. 他の印欧語に比べ，主格形が用いられることが少ない．その代わりに意味上

の主語を具格においた受動表現を多用する．

2. 主格形は専ら主格補語や述語名詞として用いられる．

3. itiと用いられた主格形は，対格として機能する場合がある．

4.7 対格の用法

1. 他動詞の直接目的語になるのが基本の機能である．

2. 移動を表す自動詞と共に用いられて，目的地を表す: sa Vidarbhān agamat.

「彼はヴィダルバに行った」

3. 更に移動動詞と共に抽象名詞の対格が用いられると，「～なる」という意味

になる．

4. 時間や空間の広がりを表す副詞句となる: māsanadh̄ıte.「彼は一月の間学

んだ」　

5. SVOC文型をとる動詞や，使役動詞などで，しばしば二重対格が用いられる．

6. 能動から受動への転換において，能動態の対格目的語のみが受動態の主格主

語に転換できる．

4.8 具格の用法

1. 道具・手段，随伴，動作手を表すのが基本の機能である: tenoktam.「彼に

よって言われた＝彼は言った」

2. そこから発展して以下の意味を表す:

（a）理由・原因: bhavato ’nugrahen. a「あなたの好意のおかげで」　

（b）一致（判断基準）: prakrityā「自然に」, jātyā 「生まれつき」
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（c）価格・対価

（d）運動が起こる場所: katamena mārgen. a pranas.t.āh. kākāh. ? 「どの道を

通って（どこへ）カラスどもは消え失せたのか」

（e）～の間（時間）

（f）～に関して（比較の基準）: etābhyām. śauryen. a h̄ınah. . 「（彼は）その

2人と比べて（双数・属格），勇気の点で劣っている．」

（g）必要性，有用性: ko me j̄ıvitenārthah. .「私にとって（属格）人生に何の

価値があるか」

（h）感情の原因（喜び，満足，恥辱，驚き等）

（i）特定の動詞の目的語として

3. 随伴の意味では，前置詞 saha/sākam/sārdham/samam(=with)を伴うこと

が多く，　　

（a）付帯状況を表し: mahattā sukhena「大きな喜びと共に」　　

（b）受動表現による同伴・付加・所有を表し

（c）同一・同等・類似を表す形容詞と共に用いられる: anena sadr.śah.「（彼

は）この男に似ている」

4.9 与格の用法

1. 与格の基本の意味用法は，動詞の間接目的語になるか，行為の目的を表すか

である．

2. 動詞の間接目的語になるのは以下の場合である．

（a）授与動詞; 与える (dā-, arpayati)，語る (bru-, caks.-, śam. s-,kathayati,

khyāpayati, nivid-)，約束する (pratísru-, āśru-, pratijña-)，見せる

(darśaya-)等

（b）送る (visr.j-)，投げる (ks.ip-)等

（c）喜ばせる (ruc-, svad-,)，欲する (spr.-，怒る (krudh-)，傷つける (druh)等

　

（d）祝福の言葉と共に: kuśalam te!「あなたが健康でありますように！」，

svāgatam. devyai!「女王陛下，よくいらっしゃいました！」
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3. 行為の目的を表すのは以下の場合である．

（a）目的: phalebhyo yāti.「（彼は）果物を採りに行く」(yāti=eti)

（b）適している，傾向がある (kl.p-, sam. pad-)等

（c）～出来る (śak-)，始める (pravr.t-)，努める (yat-)，決する (vyavaso-)，

命令する (ādís-)等

（d）副詞 alamと共に「～に匹敵する，相応しい」

4.10 奪格の用法

1. 出発点や起源を表すのが奪格の基本である: aham asmād vanād gantu-

micchāmi.「私はこの森から出発したいと思う」

2. 距離の基点や，時間的経過の基点を表す．

3. 恐れる・嫌う (bh̄ı-, udvij-)等の目的語

4. 原因・理由を表す（具格と競合する）: jād. yād/jād. yena baddhah. .「（彼は）

愚鈍の故に投獄された」

5. 比較対象を表す: Govindād rāmo vidvattarah. .「ラーマはゴーヴィンダより

博識である」，Kr.s.n. ādanyo Govindah. .「ゴーヴィンダはクリシュナと違って

いる」

4.11 属格の用法

1. 他の名詞に付着し，修飾するのが属格の基本の用法である．

2. 名詞に直接付着する属格は，他の古典語同様，所有属格・主語属格・目的語

属格・部分属格の用法がある．

3. 属格目的語をとる多くの動詞がある（対格・与格・具格と競合する場合も

多い）

（a）所有 (̄ı́s-)，支配 (prabhū-)

（b）記憶 (smr.-)，同情 (day-)，模倣 (anukr.-)

（c）援助 (upakr.-)，傷つける (apakr.-)，信用 (vísvas-)，許容 (ks.am) 　
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（d）「言う」の目的語として，「言及する，話題にする」と言う意味になる

（e）与格の代わりに間接目的語となる　

（f）具格の代わりに「満足・充足」の目的語になる

4. 属格名詞句をとる多くの形容詞がある　

（a）依存: āyatta-, sakta-

（b）熟達: abhijña-, kuśala-, kovid-, ucita-

（c）同等・類似: tulya-, sadr.śa-

5. 受動分詞の動作手を表す

6. -tasという語尾の形で，方向を表す副詞となる

7. 時の副詞

（a）～以来: katipayāhasya「何日か経った後で」

（b）回数: trih. sam. vatsarasya「年に 3回」

4.12 位格の用法

1. 位格の基本用法は　　

（a）行為が行われている場を表す: paks.in. tastasmin vr.ks.e nivasanti.「鳥た

ちはこの木に住んでいる」

（b）運動が向かう方向を表す: bhūmau papāta.「（彼は）大地に倒れた」　

　

（c）これらはラテン語の前置詞の奪格支配と対格支配の違い，また現代ドイ

ツ語の前置詞の３格支配と４格支配の違いに相当する．

2. 　場の位格には以下の用法がある　　

（a）～の間に (amang)（部分の属格と競合）: sarves.u putres.u Rāmo mama

priyatamah. .「すべての息子の中で，ラーマは私にとって一番可愛いの

です」

（b）同居: gurau vasati.「（彼は）教師のところに住んでいる」

（c）tis.t.ati/vartatiと共に用い「堪える」「従う」: na me śāsane tis.t.asi.「お

前は私の指示に従わない」

（d）（原因に対する）結果: daivameva nr.n. ām. vr.ddhau ks.aye kāran. am.
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「人々の繁栄や衰退にとって運命こそがその原因である」

（e）行為の手掛かり: keśes.u gr.h̄ıtvā 「髪を掴んで」

（f）精通する（属格と競合）: Rāmo ’ks.adyūte nipun. ah. .「ラーマはサイコ

ロゲームが得意だ」

（g）性質・形状: dr.s.t.ados.ā mr.gayā svāmini.「君主にとって狩猟は悪徳と

見なされる」　　

（h）環境: bhāgyes.u「幸運の時に」

（i）時の副詞句: nísāyām「夜に」，dine dine「毎日」

（j）距離（属格と競合）

3. 　方向の位格には以下の用法がある

（a）行為の対象（与格と競合）: prān. is.u dayām. kurvanti sādhavah. .「正し

い人々は命あるものに対して同情の心を持つ」

（b）間接目的語（与格と競合）: sahasrāks.e pratijñāya「千の目を持つ（イ

ンドラ）に約束をして」

（c）命令・指示・要求の対象（与格と競合）:patitve varayāmāsa tam. 「（彼

女は）彼を結婚相手に選んだ」

（d）要求・献身・尊敬・敬愛；軽蔑等の対象: na me tvayi vísvāsah. .「君に

対する私の信頼はない」　

4.13 絶対位格と絶対属格

1. 位格と属格は絶対格として特別の副詞句を形成する．これはラテン語の絶対

奪格，ギリシャ語の絶対属格とおなじものである: gacchatsu dines.u 「日々

が過ぎ去るうちに」

2. 擬似従属節として，意味上の「主語」と「述語」を備えるが，「述語」は分詞

を用いる．as-の分詞 sat-だけは省略される．

3. 非人称受動表現も絶対格になる: tenābhyupagate「彼によって同意され

ると」

4. eva や mātra と共に用いられると，「～するやいなや」という意味になる:

prabhātāyāmeva rajanyām「夜が明けると直ぐに」
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5. 絶対属格は絶対位格に比べてはるかに使用頻度が低い．

6. 絶対属格の場合，ほとんど「述語」は現在に，「主語」は人である．

7. 絶対属格の意味はほとんど「～の間」「～なので」「～にもかかわらず」に限

られる．

4.14 分詞

1. 分詞を用いた同格名詞句は，ギリシャ語やラテン語と同様にサンスクリット

語でも多用され，関係節・時間節・理由節・結果節・仮定節・目的節などの

従属節の代用をする: sr.gālah. kopāvis.t.am tam uvāca.「ジャッカルは，怒

りに震える彼に向かって（彼が怒りに震えているので，彼が怒っているにも

かかわらず等），言った」

2. bahuvr̄ıhi型複合名詞（所有複合語）は，しばしば分詞と同等の働きをする．

atha śaṅkitamanā vyajintayat.「それから，恐れた彼は考えた（恐れたの

で，恐れたにもかかわらず等）」

3. 現在分詞

（a）asti/bhavati/āste/tis.t.ati/vartate等と共に用いて，「進行」の意味を表

す: bhaks.ayannāste.「彼は食べ続ける」

（b）「～を止める (uparam-)」という表現も，現在分詞を用いて表す: sim. ho

mr.gām vyāpādayannopararāma.「森の動物を殺すライオンは，止めな

かった＝森の動物を殺すことを，ライオンは止めなかった」

（c）「恥じる」等の感情を表す動詞と共に用いられると，感情の原因を表す:

kim. na lajjasa evam. bruvān. ah. ?「そんなことを言って君は（＜言った

君は）恥ずかしくないのか？」

4. 過去分詞

（a）過去分詞はしばしば述語の代用として用いられる．コピュラ動詞は

省略される: tenedam uktam.「このことは彼によって言われた」; sa

idamuktavān.「彼はこのことを言った」

（b）自動詞の過去受動分詞は非人称的に用いられる: mayātra ciram. sthi-

tam.「長い間私はここに立っていた（＜長い間私によってここに立たれ
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ていた）」」

（c）自動詞の過去受動分詞が能動の意味を持つこともある: sa Gaṅgam.

gatah. .「彼はガンジス河に行った」

（d）過去受動分詞が「受動」と「他動詞的能動」の両方の意味を持つ動詞があ

る: prāpta-「獲得された・到達した」，pravis.t.a-「侵入された・入った」，

p̄ıta-「飲まれた・飲んだ」，vismr.ta-「忘れられた・忘れた」，vibhakta-

「分けられた・分けた」，prasūta-「産んだ・産まれた」等

（e）ただし na-過去受動分詞は「他動詞的能動」の意味で用いられることは

ない．

5. 動形容詞（未来受動分詞 gerundive)

（a）可能・義務などの意味を表す: mayāvaśyam. deśāntaram. gantavyam.

「どうしても私は外国に行かねばならない＜何としても私によって外国

に行かれねばならない」

（b）場合によっては純粋に未来の意味を表す．

（c）bhū-から作られた bhavitavyam/bhāvyam は，非人称的に用いられて

推量を表す: tayā sam. nihitayā bhavitavyam.「彼女は近くにいるに違

いない＜近くにいる彼女によって成られたに違いない」

6. 絶対詞 (gerund/absolutive): 不変化 　　

（a）主文と意味上の主語は共通で，通例主文の述語より以前に行われた動

作を表す: tam. pran. amya sa gatah. .「彼は彼にお辞儀をすると，出発

した」

（b）条件文になることもある: mam. nirdhanam. hatvā kim. labhedhvam.

「私のような卑しい者を殺して，あなたは何が得られるのでしょうか」

　　

（c）分詞同格句と同等の働きをする場合がある: sarvapaurām at̄ınya var-

tate.「彼は指導的な市民である＜全ての市民を指導して彼は存在して

いる」

（d）いくつかの絶対詞は前置詞として用いられる: uddísya「向かって，に

ついて，～へ＜指し示す」，ādāya「～とともに＜取って」等多数．

（e）絶対詞がもともと具格の用法を起源とすることの名残が，非人称表現な

どの場合に現れる: kim. tava gopāyitvā.「隠すことによってあなたに

とって何になるのか」
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4.15 不定詞

1. 目的を表す用法では，与格のそれとほとんど変わらない: tam. jetum.

yatate.= tasya jayāya yatate.「彼を征服するために彼は努力する」

2. 対格の用法を起源とするため，主語になることはない．

3. ラテン語のような「対格不定詞句」は存在しない．間接話法は発達しておら

ず，接続詞 itiによって直接引用をするのが普通である．

4.「時」「可能性」を表す名詞や形容詞を修飾する: nāyam. kālo vilambitum.

「これは延期すべき時ではない」

5. arh-「値する」の直説法現在 2人称・3人称現在形は，不定詞と共に用いら

れて丁寧な命令文になる: bhavān mām. śotumarhati.「閣下，私の申すこと

を聞いて頂けますか」　

6. -tum ではなく-tu の形で，-kām や-manas と結びついて bahuvr̄ıhi 型複合

語を作る: dras.t.ukāmah.「見たがっている」　

7. 不定詞の受動態の形は存在しない．不定詞を支配する述語動詞が，受動の

不定詞の意味を必要とする場合は，その述語動自体が受動態になる: mayā

n̄ıtim. grahayitdm śakyante. 「彼らは私によってモラルを教えられ得る」

8. śak-「できる」の動形容詞śakya-は，主語に一致させることも，中性単数で

表すこともある: na śakyāste dos.āh. samādhātum.「これらの損害は修復で

きない」，sā na śakyam upeks.itum. kupitā.「怒っているときに，彼女は無

視できない＜怒っている彼女は，無視されることができない（ものである）」

4.16 動詞の現在形

1. 歴史的な語りに用いられる．

2. purāと smaを添えて，過去の継続を表した．　

3. 直前の過去を表すことがある．

4. 近い未来を表すことがある．

5. 疑問文で使う現在形は，未来に対する懐疑的な気持ちを表す．
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6. また勧告・勧奨を表すことがある．

4.17 動詞の過去形（未完了過去・完了・アオリスト）

1. 　過去を表す 3つの時称（未完了過去・完了・アオリスト）も，過去分詞を

用いた代用述語でも，過去の事実について，何回も反復されたものか，1回

きりの出来事なのか，明確に用法が区別されていない．

2. 一般に，完了は遠い過去を表し，話者の直接経験ではないことを表す．

3. 一般に，未完了過去は，歴史的過去に用い，話者の経験を語るときに用いる．

4. 一般に，アオリストは「現在完了」の意味で，近い過去を表し，過去分詞に

よる代用述語に置き換えられていった．

5. 加音を省略したアオリストが maと共に用いられ，命令形の意味を表すこと

がある．

6. 過去完了は存在しない．文脈で判断する．

4.18 動詞の未来形

1. 単純未来はいわゆる「一般時称」で，広く色々な未来を表す．

2. 複合未来はこれに対して遠い未来のみに限定される．

3. 未来形は命令の意味を表すことがある．

4.19 命令形

純粋の命令の意味の他に，以下のような特別の用法がある:

1. 1人称で用いると，意思を表す．

2. 一般に 3人称単数受動態で用いると，丁寧な命令になる．　
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3. 願望や祈願を表す．

4. 疑問文で用いると，推量を表す．　

5. maと命令形を用いた禁止命令はまれである．禁止命令は，加音のないアオ

リストと ma，願望法と na，alam/kr.tamと具格を用いて表す．

4.20 願望法

純粋な願望・祈願の意味の他に，次のような意味を表す:

1. apiをつけて，要求

2. 推量（可能性や懐疑）

3. 蓋然性を表し，未来形と同じ意味になる．
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